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1 0月

2 2日 ㈰ 、 第

4 1回 野 々 市 じ ょ ん

か ら の 里 マ ラ ソ ン 大 会 が 開 催 さ れ まし た 。 昨 年 コ ロ ナ 禍 で 実 施 で き なか っ た 「 小 学 生 の 部 」  「 中 学 生 の 部 」「 ト リ ム ジ ョ ギ ン グ の 部 」 も 復 活 。６ ４ ３ 人 の ラ ン ナ ー が 市 内 を 駆 け 抜け ま し た 。

　
※ は 大 会 新 記 録

※

種 目
日 本 陸 連 登 録 の 部  日 本 陸 連 未 登 録 の 部

氏 名  市 町  氏 名  市 町

第 １ 部
男 子  2 9  歳 以 下

岩 間  暁  松 戸 市  横 山  俊 亮  野 々 市 市

第 ２ 部

男 子 3 0 ～ 3 9 歳
開 上  知 弘  金 沢 市  寺 田  陽 亮  白 山 市

第 ３ 部
男 子  4 0  歳 以 上

西 尾  正 佳  金 沢 市  藤 部  高 峰  白 山 市

第 ４ 部
女 子 共 通

山 田  由 紀  白 山 市  太 田  和 代  小 松 市

種 目
日 本 陸 連 登 録 の 部  日 本 陸 連 未 登 録 の 部

氏 名  市 町  氏 名  市 町

第 ５ 部
男 子  3 9  歳 以 下

下 山  高 嶺  金 沢 市  牛 村  康 貴  野 々 市 市

第 ６ 部
男 子 4 0 ～ 5 9 歳

三 原  昇  鯖 江 市  織 田  智 進  小 松 市

第 ７ 部
男 子  6 0  歳 以 上

米 谷  誠  金 沢 市  安 念  英 明  金 沢 市

第 ８ 部
女 子  3 4  歳 以 下

泉  好 華  津 幡 町  堀  流 佳  金 沢 市

第 ９ 部
女 子  3 5  歳 以 上

山 口  陽 子  中 津 川 市 牧 野 由 佳 里 福 井 市

種 目
男 子 女 子

氏 名  所 属  氏 名  所 属

小 学 生 の 部
1. 9 ㌔

新 田  成 優 館 野 小 学 校 北 山  夏 帆
野 々 市 ジ ュ ニ
ア バ ド ミ ン ト
ン ク ラ ブ

中 学 生 の 部
3 ㌔

北 村  舜
野 々 市 中 学 校
陸 上 部

神 谷 亜 依 奈
布 水 中 学 校
陸 上 部

一 般 の 部 　 1 0 ㌔ 一 般 の 部 　 ５ ㌔

氏 名 市 町

安 田  賢 次 川 北 町

� ト リ ム ジ ョ ギ ン グ の 部

� 小 学 生 の 部 �／ �中 学 生 の 部
大 会 結 果大 会 結 果

（ １ 位 の み ）（ １ 位 の み ）

第  4 1  回  第  4 1  回  

野 々 市 じ ょ ん か ら の 里
野 々 市 じ ょ ん か ら の 里

マ ラ ソ ン 大 会マ ラ ソ ン 大 会

大 会 結 果 は 、 市

ホ ー ム ペ ー ジ

（ 上 記 二 次 元

コ ー ド ） か ら 確

認 で き ま す 。
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紙 面 で 紹 介 し き

れ な か っ た 写 真

を 市 ホ ー ム ペ ー

ジ 「 広 報 写 真 ア

ル バ ム 」 に 掲 載

し て い ま す 。 要

チ ェ ッ ク ！

広 報 写 真 ア ル バ ム広 報 写 真 ア ル バ ム

    二 次 元 コ ー ド    二 次 元 コ ー ド
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震 度 ６ 強 の 地 震　
地 震 大 国 で あ る 日 本 で は 、 こ れ ま

で 平 成 ７ 年 の 兵 庫 県 南 部 地 震 、 平 成
1 9年 の 能 登 半 島 地 震 、 そ し て 平 成

2 3

年 の 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 な ど の 地震 が 発 生 し 、 多 く の 被 害 を も た ら しま し た 。 ま た 、 今 後 も 大 き な 地 震 が予 測 さ れ る 断 層 が 全 国 各 地 に あ り ます 。　
野 々 市 市 へ の 大 き な 影 響 が 予 測 さ

れ て い る の が 森 本 ・ 富 樫 断 層 。 この 断 層 を 震 源 と す る 地 震 が 起 こ ると 、 市 内 で は 最 大 震 度 ６ 強 が 観 測 され る 恐 れ が あ り 、 想 定 避 難 者 数 は２ ５ ０ ０ 人 に も 上 り ま す 。被 害 を 減 ら す た め に　
地 震 な ど の 災 害 は 、 い つ 私 た ち を

襲 う か 分 か り ま せ ん 。 し か し 、 災 害に よ る 被 害 を 減 ら す た め の 行 動 は 今す ぐ に で も 始 め ら れ ま す 。 市 総 合 防災 訓 練 や 町 内 会 の 自 主 防 災 訓 練 に 参加 す る こ と や 、 避 難 所 の 場 所 や 備 蓄品 な ど の 確 認 を す る こ と も 被 害 を 減ら す 行 動 の 一 つ で す 。　
必 要 な 備 え は 人 そ れ ぞ れ 。 い ざ と

い う 時 に 自 分 や 大 切 な 人 の 命 を 守 れる よ う 、 今 で き る 備 え に つ い て 考 えて い き ま し ょ う 。防 災 に 関 す る 問 い 合 わ せ�

総 務 課

　
☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ５ １

「 防 災 力 」 を 鍛 え る

９ 月 2 4  日 ㈰ の 防 災 訓 練 の 様 子 で す 。

―  特  集  ―
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地 震 は 減 ら せ な い 。 で も 、 被 害 は 減 ら せ る 。

危 険 な ブ ロ ッ ク 塀 は あ り ま せ ん か ？危 険 な ブ ロ ッ ク 塀 は あ り ま せ ん か ？

　 地 震 で ブ ロ ッ ク 塀 が 倒 壊 す る と 、 人 的 被 害 や

避 難 ・ 救 助 活 動 の 支 障 と な る 恐 れ が あ り ま す 。

日 頃 か ら 安 全 点 検 を 行 い 、 危 険 な ブ ロ ッ ク 塀 を

無 く し ま し ょ う 。 ま た 、 市 は ブ ロ ッ ク 塀 を 除 却

し て 生 け 垣 な ど を 設 置 す る 工 事 に 補 助 金 を 交

付 し て い ま す 。 こ ち ら も 活 用 く だ さ い 。

   建 築 住 宅 課 　 ☎  2 2 7  ー  6 0 8 7

建 物 倒 壊 を 未 然 に 防 ぐ ！建 物 倒 壊 を 未 然 に 防 ぐ ！

　 過 去 の 地 震 に よ る 建 物 倒 壊 な ど の 被 害 は 、 昭 和

5 6  年 ５ 月 以 前 の 住 ま い （ 旧 耐 震 基 準 の 住 宅 ） に

多 く 生 じ て い ま す 。 こ れ ら の 住 ま い に つ い て 、 耐

震 診 断 や 耐 震 改 修 の 補 助 を 実 施 し て い ま す 。 ま た 、

耐 震 改 修 に は 定 額  1 5 0  万 円 と い う 全 国 的 に も 手

厚 い 補 助 制 度 が あ り ま す 。 ぜ ひ 検 討 し て く だ さ い 。

   建 築 住 宅 課 　 ☎  2 2 7  ー  6 0 8 7

予 防 す る予 防 す る

備 え る備 え る

災 害 情 報 を 収 集 で き る よ う に し ま し ょ う知 る知 る
　 緊 急 時 は 、 正 確 な 情 報 を で き る だ け 早 く 受 け

取 る こ と が 大 切 で す 。 ス ム ー ズ な 情 報 収 集 の た

め に 、 事 前 に 登 録 を し て お き ま し ょ う 。

防 災 行 政 無 線 情 報 ダ イ ヤ ル 　 ☎  2 4 6  －  1 0 0 0

（ 無 線 放 送 の 内 容 を 聞 く こ と が で き ま す ）

食 事

□ 飲 料 水

□ 非 常 用 食 品

必 要 に 応 じ て 備 蓄 す る も の

□  ベ ビ ー 用 品

□ 介 護 用 品 　 □ 生 理 用 品

□ 軍 手 　 □ マ ス ク 　 な ど

衛 生 用 品

□ テ ィ ッ シ ュ 類

□ ビ ニ ー ル 袋

□ 歯 ブ ラ シ セ ッ ト

情 報 収 集

□ 懐 中 電 灯 　

□ 携 帯 ラ ジ オ

バ ッ テ リ ー 類

□ モ バ イ ル バ ッ テ リ ー

□ 電 池

貴 重 品 類

□ 現 金

□ 通 帳 ・ ハ ン コ な ど

※ こ れ は 一 例 で す 。 家 族 と 備 品 ・ 備 蓄 に つ い て 話 し 合 っ て み ま し ょ う

備 え て る ？
避 難 グ ッ ズ チ ェ ッ ク リ ス ト

　 災 害 発 生 後  7 2  時 間 の 最 優 先 事 項 は 人 命 救 助 で す 。 公 的 機 関 は 生 存 者 の 捜 索 を 優 先 し て 行 う た め 、 支 援 が

始 ま る ま で の 期 間 （ ＝ ３ 日 間 ） を 自 力 で 過 ご す た め の 備 蓄 が 最 低 限 必 要 で す 。 ま た 、 電 気 ・ 水 道 ・ ガ ス な ど

の ラ イ フ ラ イ ン や 交 通 網 の 被 害 に 備 え る た め に は 、 １ 週 間 生 活 す る た め の 備 蓄 が 必 要 に な り ま す 。

医 薬 品

□  常 備 薬

□ 救 急 用 品

防 寒 対 策

□  タ オ ル

□ 衣 類
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↑
Y a h o o!  防 災 速 報

登 録 方 法

↑
ほ っ と  H O T  メ ー ル

登 録 方 法

↑
市 公 式 LI N E

登 録 方 法
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　 雪 が 降 っ た 時 の 行 動 や 注 意 点 を 事 前 に 認 識 す る こ と が 自 ら の 身 を雪 が 降 っ た 時 の 行 動 や 注 意 点 を 事 前 に 認 識 す る こ と が 自 ら の 身 を

守 る こ と 、 そ し て 家 族 の 安 全 を 守 る こ と に つ な が り ま す 。守 る こ と 、 そ し て 家 族 の 安 全 を 守 る こ と に つ な が り ま す 。

　 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を 確 認 し 、 早 め の 備 え を お 願　 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 、 そ れ ぞ れ の 役 割 を 確 認 し 、 早 め の 備 え を お 願

い し ま す 。い し ま す 。

　 　 土 木 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 8 6

公 助公 助

��

■ 除 雪 路 線 を 段 階 的 に 除 雪〈 市 の 除 雪 路 線 〉・ 交 通 量 の 多 い 幹 線 道 路・ 各 学 校 周 辺 の 道 路・ 保 育 園 、 幼 稚 園 周 辺 の 道 路・

� 各 町 内 か ら 幹 線 道 路 へ つ な が る 主要 な 道 路
■

� 高 齢 者 ・ 母 子 お よ び 身 体 障 害 者 除雪 助 成 事 業
　
住 民 税 非 課 税 世 帯 の 高 齢 者 ・ 母 子

お よ び 障 害 者 の み の 世 帯 を 対 象 に 屋根 お よ び 玄 関 か ら 生 活 道 路 ま で の 除雪 に か か る 費 用 を 助 成 し ま す 。  （ 事前 に 申 請 が 必 要 で す ）助 成 額

　

� １ 回 の 除 雪 に か か る 費 用 の
5 0％ （ 上 限 ：

� １ 万 ８ 千 円 ）

助 成 限 度 額

　
５ 万 円

\

年 度

　
介 護 長 寿 課

�

☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ６ ２

に 備 え るに 備 え る

自 助自 助

  

　
次 ペ ー ジ を 参 考 に 、  「

マ イ タ イ ム

ラ イ ン

」  を 各 家 庭 で 作 成 し ま し ょ う 。

　
ま た 、 自 分 の 安 全 を 守 る た め 、 次

の 場 所 を 参 考 に 自 身 で の 除 雪 を お 願い し ま す 。・ 自 宅 前 の 道 路・ 水 道 メ ー タ ー ボ ッ ク ス 周 辺・ 除 雪 作 業 後 の 雪 塊・ 空 き 家 の 雪 下 ろ し な ど※

� 路 上 駐 車 は や め ま し ょ う 。 除 雪 作 業 の 妨 げに な り ま す
※

� 用 水 な ど へ の 雪 捨 て は や め ま し ょ う 。 下 流側 で 詰 ま り 、 水 が 溢 れ て 浸 水 被 害 の 原 因 にな り ま す
共 助共 助

  

　
次 の 場 所 に つ い て は 、 市 に よ る 除

雪 作 業 だ け で な く 、 皆 さ ん の 協 力 が必 要 で す 。・ 通 学 路 、 横 断 歩 道 付 近・ ご み 集 積 所 周 辺・ 消 火 栓 や 防 火 水 槽 付 近・ 要 配 慮 者 世 帯・ バ ス 停 付 近■ 「 市 民 除 雪 デ ー 」 の お 願 い　
雪 の 状 況 に 応 じ て 、  「 市 民 除 雪

デ ー 」 を 日 曜 日 や 祝 日 に 行 う 予 定 です 。 実 施 日 は 事 前 に 町 内 会 長 な ど へ連 絡 し ま す 。

■ 小 型 除 雪 機 購 入 費 補 助 事 業　
市 内 の 道 路 （ 歩 道 ） 除 雪 に 協 力 す

る 町 内 会 を 対 象 に 、 交 付 要 件 を 満 たし た 除 雪 機 購 入 費 用 の 一 部 を 補 助 しま す 。補 助 率

　
４ 分 の ３

補 助 限 度 額

　

�

9 0万 円

補 助 実 績

　
令 和 ４ 年 度

　
１ 台

　 　 　 　 　

令 和 ３ 年 度

　
２ 台

■ 町 内 会 除 雪 補 助 事 業　
市 道 の 除 雪 に 協 力 す る 町 内 会 を 対

象 に 、 除 雪 に 要 し た 費 用 （ 直 営 ・ 業者 委 託 ） の 一 部 を 補 助 し ま す 。補 助 限 度 額

　

1 5万 円

\

年 度

　
土 木 課

�

☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ８ ６

石 川 の 雪 み ち ナ ビ

　 冬 期 道 路 情 報 は 「 石 川 の 雪 み ち ナ ビ 」

を 活 用 く だ さ い ▶

◀ 詳 細 は 市 ホ ー ム ペ ー ジ を
　 確 認 く だ さ い
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〇 災 害 や 家 族 の 状 況 に よ っ て 、 避 難 行 動 が 変 わ り ま す 。

　 乳 児 や 高 齢 者 、 ペ ッ ト が い る 場 合 は 早 め に 行 動 で き る よ う に す る な ど 、 具 体 的 な 避 難 行 動 を 考 え ま し ょ う

い つ 何 を す る の か
別 居 同 居

祖 父 母 父  母  子

平 時平 時

・ 情 報 を 取 得 す る 手 段 を 知 る （ ほ っ と  H O T  メ ー ル 、 市 公 式 LI N E  な ど ）  〇  〇  〇

・ 備 蓄 の 確 認 〇  〇  〇

・ 避 難 所 、 避 難 経 路 の 確 認 〇  〇  〇  〇

・ 連 絡 手 段 の 確 認 〇  〇  〇  〇

冬 前冬 前

・ 冬 用 タ イ ヤ に 交 換 〇

・ 電 気 を 使 わ な い 暖 房 具 の 準 備 〇  〇

・ 除 雪 用 具 の 用 意 ・ 点 検 〇  〇  〇

1  週 間 前1  週 間 前

・ 暖 房 器 具 の 燃 料 点 検 〇  〇  〇

・ 水 道 管 凍 結 に 備 え た 水 の 確 保 〇  〇

・ 通 院 し て い る 人 は 、 診 察 の 予 約 や 処 方 薬 の 数 量 を 医 療 機 関 と 相 談  〇

３ 日 前 ～３ 日 前 ～

・ 天 気 予 報 の 小 ま め な チ ェ ッ ク 〇  〇  〇  〇

・ 当 日 の 家 族 の 行 動 を 確 認 〇  〇  〇  〇

大 雪大 雪

・ 家 族 の 安 否 を 確 認 〇  〇  〇  〇

・ 不 要 な 外 出 を し な い 〇  〇  〇  〇

様 式 は 市 ホ ー ム ペ ー ジ か ら
ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す 　 　 ▶

マ イ タ イ ム ラ イ ン と は ～ も し も の 時 の 道 し る べ ～

雪 が 降 っ て か ら だ と 、 除 雪 用 具 が 売 り 切 れ て い る こ と も あ る よ ね

お じ い さ ん は 血 液 透 析 療 法 が 必 要 だ か ら 病 院 に 確 認 し な い と ね

や む を 得 ず 外 出 す る 場 合 に は 、 交 通 事 故 の 防 止 や 交 通 渋 滞 緩 和

の た め 公 共 交 通 機 関 を 使 お う

野 々 市 さ ん 家 族 の 場 合 （ 大 雪 に 備 え る 編 ）

　 災 害 が 発 生 し た 際 に 、 「 い つ 」 、 「 誰 が 」 「 何 を す る の か 」 を

整 理 し た 個 人 の 防 災 計 画 が 「 マ イ タ イ ム ラ イ ン 」 で す 。 あ ら

か じ め 用 意 し て お く こ と で 、 急 な 判 断 を 迫 ら れ る 災 害 時 に 慌

て ず 行 動 す る こ と が で き ま す 。

　 家 族 と 一 緒 に 考 え 、 作 成 し て み ま し ょ う 。

私 た ち 家 族 は 、 妻 と 子 ど も ２ 人 の ４ 人 で 暮 ら し て い ま す 。 近 く に は 私 の 両 親 が

住 ん で い て 、 父 が 病 院 に 通 院 し て い ま す 。

※ ５ ペ ー ジ 参 照

※ ５ ペ ー ジ 参 照
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認 定 特 定 非 営 利 活 動 法 人 こ ね こ サ ポ ー タ ー

　　 に ぎ わ い の 里 の の い ち   カ ミ ー ノ 内 の 市 民 活 動 セ ン タ ー に は 、に ぎ わ い の 里 の の い ち   カ ミ ー ノ 内 の 市 民 活 動 セ ン タ ー に は 、
地 域 の た め に 活 動 し て い る 市 民 団 体 が た く さ ん ！ ノ バ メ ノ ． メ で地 域 の た め に 活 動 し て い る 市 民 団 体 が た く さ ん ！ ノ バ メ ノ ． メ で
は 、 そ ん な ス テ キ な 団 体 の 皆 さ ん を 紹 介 し ま す ！は 、 そ ん な ス テ キ な 団 体 の 皆 さ ん を 紹 介 し ま す ！

n o n o 1 み ん な の 食 堂一 般 社 団 法 人 ラ タ ス ク ラ ブ

楽 し い 場 所 と 時 間 づ く り

地 球 の 未 来 の

た め に

W e b  版W e b  版
「 ノ バ メ ノ ． メ 」「 ノ バ メ ノ ． メ 」
は こ ち ら →は こ ち ら →

　
南 極 へ の 航 海 の 参 加

経 験 を 活 か し 、 海 洋 汚 染を 問 題 提 起 す る 講 演 会や 映 画 上 映 会 、 海 洋 プラ ス チ ッ ク を 利 用 し たワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 じて 環 境 に つ い て 考 え る機 会 を 作 っ て い ま す 。　
２ ０ ５ ０ 年 に は 海 洋

プ ラ ス チ ッ ク と 海 の 魚の 量 が 逆 転 す る と 言 われ て お り 、 遠 い 未 来 の 事で は あ り ま せ ん 。 地 球 の環 境 問 題 に 関 心 を 寄 せ 、美 し い 未 来 を 想 い 描 き行 動 し て み ま せ ん か 。

N P O  法 人 て お と り あ っ て

　
困 難 に あ っ た 人 、 孤 立

を 抱 え て い る 人 と 「 て おと り あ っ て 」  、 と も に 乗り 越 え て い き た い 。　
生 活 困 窮 者 、 障 が い

者 、 子 育 て 世 帯 、 社 会 的孤 立 者 に 対 し て 、 居 住 支援 や 日 常 生 活 支 援 、 自 立支 援 と い っ た 幅 広 い サポ ー ト を 行 っ て い ま す 。「 困 っ た 時 は う ち に 来 れば な ん と か な る 」 そ う思 っ て も ら え る よ う 、 当事 者 の 声 に 寄 り 添 っ た支 援 を 行 う こ と を 目 指し て い ま す 。

　
さ ま ざ ま な 人 が 食 に

関 し て 集 う 場 所 と 時 間づ く り を 通 じ て 心 豊 かで 楽 し い 地 域 社 会 を 目指 し 活 動 を 始 め ま し た 。食 に 関 し て 困 難 を 抱 える 子 ど も な ど を 含 む 多様 な 人 々 に 食 事 や イ ベン ト を 提 供 し て い ま す 。活 動 で は 食 事 と と も にミ ッ シ ョ ン （ 奉 仕 活 動 、学 習 な ど ） を 与 え 、  「 小さ な 善 意 」  の ネ ッ ト ワ ーク 化 、 シ ス テム 化 を 目 指 しま す 。

市 民 活 動 セ ン タ ー に は 、 活 動市 民 活 動 セ ン タ ー に は 、 活 動

の 課 題 解 決 を お 手 伝 い す るの 課 題 解 決 を お 手 伝 い す る

コ ー デ ィ ネ ー タ ー が い ま す 。コ ー デ ィ ネ ー タ ー が い ま す 。

予 約 は こ ち ら か ら →予 約 は こ ち ら か ら →高 橋高 橋     美 乃 梨美 乃 梨 さ んさ ん山 田山 田     和 夫和 夫 さ んさ ん 古 源古 源     恵 美恵 美 さ んさ ん

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 紹 介

一 緒 に 考 え て 、 一 緒 に の り こ え る

　
年 間 約 ３ ０ ０ 匹 の 猫

を 保 護 、 里 親 家 族 と 縁 を結 び 、 ま た 地 域 猫 活 動 も行 な っ て い ま す 。　
Ｊ Ａ の の い ち 本 町 支

店 横 建 屋 で の 譲 渡 会 では 猫 グ ッ ズ ・ 日 用 品 の バザ ー も あ り ま す 。　
猫 は 人 の 心 を 癒 し 、 新

し い 繋 が り を 作 っ て くれ ま す 。 現 ス タ ッ フ は 、県 内 の 学 生 か ら 高 齢 者ま で 約

4 0人 。 皆 さ ん も 一

緒 に 保 護 猫 活動 を 始 め ま せん か ？

広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 88



9 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号

 　 生 涯 学 習 課 　 ☎  2 2 7 － 6 1 1 7

成 人 式 　 ～ 二 十 歳 の つ ど い ～

日 時 　 令 和 ６ 年 １ 月 ７ 日 ㈰  1 4: 0 0  開 式 （ 1 3: 3 0  受 付 開 始 ）

場 所 　 文 化 会 館 フ ォ ル テ

対 象 　 平 成  1 5  年 ４ 月 ２ 日 ～ 平 成  1 6  年 ４ 月 １ 日 に 生 ま れ た 人

※� 対 象 者 に は  1 1  月 中 旬 に 招 待 状 を 発 送 し ま す 。 届 か な い 人 、 転 出 し た が

野 々 市 市 で の 参 加 を 希 望 す る 人 は 、 1 1  月 末 ま で に 連 絡 し て く だ さ い

※� 会 場 に 来 る こ と が で き な い 人 や 家 族 の た め に 、 当 日 式 典 の 様 子 を 市 公

式  Y o u T u b e 『 野 々 市 市 チ ャ ン ネ ル 』 に て ラ イ ブ 配 信 し ま す

野 々 市 ・ 布 水 中 学 校 区 合 同 で 開 催 し ま す 。

「 東 京 野 々 市 会 」 「 関 西 野 々 市 会 」 入 会 者 募 集 ！
 　 市 民 協 働 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 2 9

旧 本 町 児 童 館 利 活 用 事 業 者 の 募 集
 　 地 域 振 興 課 　 ☎  2 2 7 － 6 1 2 1 　 F A X  2 2 7 － 6 2 0 5

　 『 北 国 街 道 ま ち づ く り 基 本 計 画 』 に 基 づ き 、 旧 北 国 街 道 の に ぎ わ い の

創 出 お よ び 地 域 の 活 性 化 を 図 る た め 、 令 和 ４ 年  1 0  月 を も っ て 閉 館 と

な っ た 旧 本 町 児 童 館 施 設 （ 本 町 三 丁 目  1 0  番  1 2  号 ） を 無 償 で 借 り 受 け 、

一 体 的 に 利 活 用 す る 事 業 者 を 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル に よ り 募 集 し ま す 。

　 希 望 者 は 市 ホ ー ム ペ ー ジ に て 詳 細 を 確 認 の 上 、 期 限 ま で に プ ロ ポ ー ザ

ル 参 加 申 込 書 を 提 出 し て く だ さ い 。

受 付 日 時 　 1 1  月  1  日 ㈬ ～  3 0  日 ㈭  9: 0 0  ～  1 7: 0 0

提 出 方 法 　 窓 口 に 持 参 ま た は 郵 送 （ 受 付 期 間 内 必 着 ）

プ ロ ポ ー ザ ル 参 加 申 込 書 の 受 け 付 け 現 地 説 明 会 の 開 催

日 時 　 1 1  月  1 5  日 ㈬  1 0: 0 0

※� 申 し 込 み が 必 要 で す

詳 細 は
市 ホ ー ム ペ ー ジ ▶

　 野 々 市 会 は 、 市 （ 町 ） 出 身 ま た は ゆ か り の あ る 人 で 構 成 し て お り 、 首 都 圏 在 住 の 人 が

対 象 の 東 京 野 々 市 会 と 、 関 西 圏 在 住 の 人 が 対 象 の 関 西 野 々 市 会 の ２ つ が あ り ま す 。

　 各 会 で は 、 総 会 や 懇 親 会 を 開 催 し 会 員 相 互 の 親 睦 を 深 め 、 情 報 交 換 を 行 っ て い ま す 。

年 齢 や 職 業 が 異 な る さ ま ざ ま な 人 が 集 う た め 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の 場 と し て の 役 割 も 強

ま っ て い ま す 。 東 京 圏 や 関 西 圏 に 住 ん で い る 知 り 合 い が い る 場 合 は 、 ぜ ひ 紹 介 し て く だ

さ い 。 多 く の 人 の 入 会 を 待 っ て い ま す 。

日 時 　 1 1  月  1 3  日 ㈪  1 8: 3 0

場 所 　 Tr a t t ori a ��L E M O N （ 東 京 都 ）

会 費 　 5, 0 0 0  円

会 員 ・ 作 田 聖 美 さ ん に よ る サ ッ ク ス 演 奏 が あ り ま す 。

詳 細 は
市 ホ ー ム ペ ー ジ ▼



広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 1 0

 　 北 国 街 道 野 々 市 の 市 実 行 委 員 会 　 ☎  0 9 0 － 8 9 6 5 － 3 2 5 8

第  1 1  回 北 国 街 道 野 々 市 の 市

 　 地 域 振 興 課 　 ☎  2 2 7 － 6 1 6 0

ヤ ー コ ン の ま ち の ク リ ス マ ス マ ル シ ェ

　 ク リ ス マ ス を 先 取 り で き る ブ ー ス が 盛 り だ く さ ん で す 。 オ リ ジ ナ ル の ク リ ス マ ス グ ッ ズ が 作 れ る コ ー ナ ー

な ど 、 子 ど も も 大 人 も 楽 し め ま す 。 市 の 特 産 品 で あ る ヤ ー コ ン 商 品 が 揃 う ヤ ー コ ン グ ラ ン プ リ も 初 開 催 。 み

ん な の 投 票 で グ ラ ン プ リ が 決 ま り ま す 。 投 票 し た 人 も 景 品 が も ら え る の で 、 気 軽 に 来 場 し て く だ さ い ！

日 時 　 1 2  月 ３ 日 ㈰  1 0: 0 0  ～  1 6: 0 0

場 所 　 に ぎ わ い の 里 の の い ち ��カ ミ ー ノ

内 容

① 出 店 コ ー ナ ー 　 　 …� ヤ ー コ ン ブ ー ス （ ヤ ー コ ン グ ラ ン プ リ ） 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク リ ス マ ス ブ ー ス

② イ ベ ン ト コ ー ナ ー …� ク リ ス マ ス グ ッ ズ 作 り 、 e  ス ポ ー ツ 体 験 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ル パ カ ふ れ あ い

③ 創 業 支 援 コ ー ナ ー …� 創 業 者 紹 介 、 創 業 相 談

み ん な 集 ま れ ～ ！

■ 親 子 恐 竜 ダ ン ボ ー ル 工 作

　�「 う ち の シ ロ （ 白 い テ ィ ラ ノ サ ウ ル ス ） 」 の 公 開 と 子
ど も 用 の 恐 竜 製 作 体 験 を 実 施 し ま す 。 親 子 で 一 緒 に

製 作 で き ま す 。

　 日 　 時 　 1 1 月 1 1 日 ㈯ 1 0: 0 0 、1 1: 0 0 、1 3: 0 0 、1 4: 0 0

　 場 　 所 　 に ぎ わ い の 里 の の い ち �カ ミ ー ノ

　 定 　 員 　 各  1 0  組 （ 先 着 ）

　 参 加 費 　 1, 0 0 0  円

■ プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ

　� 金 沢 工 大 生 に よ る 「 プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ 」

を 行 い ま す 。 同 時 に 市 音 楽 文 化 協 会 が 演 奏 し ま す 。

　 日 時 　 1 1  月  1 1  日 ㈯  1 9: 0 0  ～  2 0: 1 5

　 場 所 　 は く さ ん 信 用 金 庫 野 々 市 支 店

 　 工 房 ヒ ゲ キ タ 　 ☎  0 9 0 － 5 1 7 1 － 3 2 5 1

日 時 　 1 1  月  1 2  日 ㈰  9: 0 0  ～  1 6: 0 0

場 所 　 本 町 二 丁 目 ～ 本 町 三 丁 目 の 旧 北 国 街 道 と 周 辺

そ の 他 　� 当 日 8: 0 0  ～  2 1: 0 0  は 歩 行 者 優 先 道 路 と な り 、

一 般 車 両 の 通 行 は で き ま せ ん

詳 細 は 野 々 市 の 市

ホ ー ム ペ ー ジ

　 テ ー マ は 、 「 地 域 の 文 化 の 継 承 と 新 し き 挑 戦 」 。 「 旧 北 国 街 道 」 で あ る 本 町 通 り を 歩 き 街 道 を 実 感 し よ う 。

■ か が や き ス ト ー リ ー ・ 石 川 サ ン バ ・ の っ テ ィ 体 操

■ 巨 大 エ ア ー ス ラ イ ダ ー

■ 弁 慶 の 力 石 コ ン テ ス ト

■ 舘 家 （ 町 家 ） 一 般 公 開 と ア レ ジ メ ン ト フ ラ ワ ー 展

■ 夢 と 共 に 飛 ば そ う エ コ バ ル ー ン 作 戦

■ 竹 筆 書 道 パ フ ォ ー マ ン ス

■ じ ょ ん か ら 踊 り 流 し

■ う ち の シ ロ 闊 歩

■ 音 楽 の 館 （ 旧 本 町 児 童 館 ） 演 奏 会

■ 人 力 車 （ 有 料 ）

★ 思 い 出 携 帯
　� 　� 携 帯 電 話 （ ガ ラ ケ ー ） に 残 っ て い る 画 像 を き れ い に

取 り 出 し 、 再 現 し ま す 。

★ 「 人 形 劇 」 と 紙 芝 居 「 弁 慶 の 力 石 」

★ オ カ リ ナ 演 奏

（ ★ は に ぎ わ い の 里 の の い ち ��カ ミ ー ノ で 開 催 ）

ゆ る キ ャ ラ も 大 集 合



1 1 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号

  ： 申 し 込 み　 ： 問 い 合 わ せ 　 ・  の マ ー ク が あ る も の は 申 し 込 み が 必 要　 ・ 参 加 費 の 記 述 が な い も の は 無 料

 　 子 育 て 支 援 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 7 7

の の い ち 子 育 て 世 帯 臨 時 給 付 金

支 給 対 象 者 申 請 の 要 否  振 り 込 み 先 （ ※ ２ ） 支 給 時 期

① 　� 令 和 ５ 年 1 0 月 １ 日 時 点 で 、

野 々 市 市 の 住 民 基 本 台 帳 に 登

録 が あ る 対 象 児 童 の 保 護 者

不 要
子 育 て 支 援 医 療 費 助 成 の

登 録 口 座

1 2  月 下 旬

（ 対 象 者 に は 通 知 し ま す ）

② 　� 令 和 ５ 年 1 0 月 ２ 日 ～ 令 和 ６

年 ３ 月 3 1 日 の 間 に 、 出 生 に

よ り 野 々 市 市 の 住 民 基 本 台 帳

に 登 録 さ れ た 児 童 の 保 護 者

要 （ ※  3 ）
申 請 時 に 指 定 し た

保 護 者 名 義 の 口 座
支 給 決 定 後 、 随 時

　 食 費 な ど の 物 価 高 騰 に 直 面 し 、 特 に 影 響 を 受 け て い る 子 育 て 世 帯

の 経 済 的 負 担 を 緩 和 す る 取 り 組 み と し て 、 下 記 の と お り 給 付 金 を 支

給 し ま す 。

※ １ 　 児 童 １ 人 に つ き １ 回 限 り の 支 給 で す

※ ２ 　 生 活 保 護 受 給 世 帯 の 対 象 児 童 に 限 り 、 児 童 手 当 振 込 口 座 へ 支 給 し ま す

※ ３ 　 郵 送 で も 申 請 で き ま す 。 必 要 書 類 な ど は 市 ホ ー ム ペ ー ジ を 確 認 し て く だ さ い

支 給 額 　 児 童 １ 人 あ た り １ 万 円 （ ※ １ ）

対 象 　 平 成  2 0  年 ４ 月 ２ 日 ～ 令 和 ６ 年 ３ 月  3 1  日 生 ま れ の 児 童

申 請 期 間 　 1 1  月  2 0  日 ㈪ ～ 令 和 ６ 年 ３ 月  1 5  日 ㈮

　 　 　 　 　�（ 令 和 ６ 年 ３ 月 生 ま れ の 児 童 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月  1 5  日 ㈪ ま で ）

 　 生 涯 学 習 課 　 ☎  2 2 7 － 6 1 2 2

国 史 跡 末 松 廃 寺 跡  発 掘 調 査 現 地 説 明 会

　 国 史 跡 末 松 廃 寺 跡 の 発 掘 調 査 現 場 を 公 開 し 、

調 査 成 果 を 市 職 員 が 解 説 し ま す 。

　 今 年 度 は 寺 院 の 中 枢 と な る 建 物 で あ る 金
こ ん ど う

堂  の

調 査 を 実 施 し て い ま す 。

日 時 　 1 1  月 ４ 日 ㈯  1 0: 0 0  ～

場 所 　 末 松 廃 寺 跡 公 園

そ の 他 　� ・� 駐 車 場 に 限 り が あ る た め 公 共 交 通

　 　 　 　 　 機 関 を 利 用 し て く だ さ い

　 　 　 　 　 ・ 荒 天 の 場 合 は 中 止 と な り ま す



広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 1 2

パ ー プ ル リ ボ ン キ ャ ン ペ ー ン
 　 市 民 協 働 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 2 9

　 毎 年 、 1 1  月  1 2  日 ～  2 5  日 （ 女 性 に 対 す る 暴 力

撤 廃 国 際 日 ） の ２ 週 間 は 、 内 閣 府 が 「 女 性 に 対 す る

暴 力 を な く す 運 動 期 間 」 と 定 め 、 女 性 に 対 す る 暴 力

の 問 題 に 関 す る 取 り 組 み を 一 層 強 化 し て い ま す 。

　 ま た 、 県 で は 、 1 1  月 を 「 パ ー プ ル リ ボ ン キ ャ ン

ペ ー ン 」 と 位 置 付 け て 、 県 、 市 町 、 各 種 団 体 が 協 力 し 、

一 斉 に 啓 発 活 動 を 実 施 し て い ま す 。

【 D V  に 関 す る 相 談 は こ ち ら 】

D V  相 談 ナ ビ 　 ＃  8 0 0 8

　 市 で は 、 「 パ ー プ ル リ ボ ン キ ャ ン ペ ー ン 」 に 合 わ せ て 、 下 記 の 取 り 組 み を 行 い ま す 。 1 1  月 中 、 パ ー プ ル リ

ボ ン を 装 飾 し た 「 パ ー プ ル リ ボ ン ツ リ ー 」 を 市 役 所 に 設 置 し ま す 。 紫 色 の リ ボ ン の 付 い た カ ー ド に メ ッ セ ー

ジ を 記 入 し ツ リ ー に 飾 る こ と で 、 こ の 問 題 に 対 す る 支 援 や 賛 同 の 意 思 を 示 し て み ま せ ん か ？

「 女 性 に 対 す る 暴 力 を な く す 運 動 期 間 」

図 書 特 設 コ ー ナ ー の 設 置 お よ び パ ネ ル 展

 　 子 育 て 支 援 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 7 7 　 F A X 　 2 2 7 － 6 2 5 2

1 1  月 は 秋 の こ ど も ま ん な か 月 間 ～ オ レ ン ジ リ ボ ン ・ 児 童 虐 待 防 止 推 進 キ ャ ン ペ ー ン ～

日 程 　 1 1  月 ２ 日 ㈭ ～  3 0  日 ㈭

場 所 　 学 び の 杜 の の い ち �カ レ ー ド

内 容 　 女 性 に 対 す る 暴 力 の 問 題 に 関 す る 書 籍 の 集 約

日 程 　 1 1  月 １ 日 ㈬ ～  3 0  日 ㈭

場 所 　 市 役 所

内 容 　 「 市 男 女 共 同 参 画 推 進 員 」 の 活 動 紹 介

　 こ ど も ま ん な か 月 間 の 取 り 組 み の 一 環 と し て 、 児 童 虐 待 防 止 の た め の 広 報 ・ 啓 発 活 動 を 実 施 し て い ま す 。

　 近 年 、 子 ど も へ の 虐 待 が 深 刻 に な っ て い ま す 。 児 童 虐 待 は 子 ど も の 人 権 を 著 し く 侵 害 し 、 心 身 の 健 や か な

成 長 発 達 を 妨 げ ま す 。 児 童 虐 待 防 止 を 地 域 全 体 で 取 り 組 む こ と で 、 発 生 の 予 防 や 早 期 発 見 に つ な が り ま す 。

児 童 虐 待 と は ？
● 身 体 的 虐 待

　 殴 る 、 蹴 る 、 叩 く 、 投 げ 落 と す 、 激 し く 揺 さ ぶ る 、 や け ど

を 負 わ せ る 、 溺 れ さ せ る な ど

● 心 理 的 虐 待

　 言 葉 に よ る 脅 し 、 無 視 、 き ょ う だ い 間 で の 差 別 的 扱 い 、 子

ど も の 目 の 前 で 家 族 に 対 し て 暴 力 を 振 る う （ D V ） な ど

● 性 的 虐 待

　 子 ど も へ の 性 的 行 為 、 性 的 行 為 を 見 せ る 、 ポ ル ノ グ ラ フ ィ

の 被 写 体 に す る な ど

● ネ グ レ ク ト

　 家 に 閉 じ 込 め る 、 食 事 を 与 え な い 、 ひ ど く 不 潔 に す る 、 自

動 車 の 中 に 放 置 す る 、 重 い 病 気 に な っ て も 病 院 へ 連 れ て 行 か

な い な ど

あ な た の 一 本 の 電 話 で 救 わ れ る 子 ど

も が い ま す 。 児 童 虐 待 か も と 思 っ た

ら す ぐ に 電 話 し て く だ さ い 。 最 寄 り

の 児 童 相 談 所 に つ な が り ま す 。

※� 一 部 の I P  電 話 か ら は つ な が り ま せ ん 。
通 話 は 無 料 で す

あ な た し か 　 気 づ い て な い か も 　 そ の サ イ ン

パ ー プ ル リ ボ ン （ 紫 色 の リ ボ ン ） と は ？

　 D V  を は じ め と す る 女 性 に 対 す る 暴 力 を な く

そ う と い う 国 際 的 な シ ン ボ ル で 、 身 に 着 け た り

飾 っ た り す る こ と で 、 女 性 に

対 す る 暴 力 根 絶 の 意 思 を 示 し

ま す 。

図 書 特 設 コ ー ナ ー の 設 置 パ ネ ル 展 の 開 催



1 3 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号

  ： 申 し 込 み　 ： 問 い 合 わ せ 　 ・  の マ ー ク が あ る も の は 申 し 込 み が 必 要　 ・ 参 加 費 の 記 述 が な い も の は 無 料

啓 発 活 動 重 点 目 標 ～ 人 権 啓 発 キ ャ ッ チ コ ピ ー ～

「 誰 か 」 の こ と   じ ゃ な い 。

日 　 時 　 1 2  月  1 0  日 ㈰  1 0: 0 0  開 演 （ 9: 3 0  開 場 ）

場 　 所 　 文 化 会 館 フ ォ ル テ

そ の 他 　� チ ラ シ は 市 民 協 働 課 、 各 地 区 公 民 館 お よ び 公 共 施 設 に 設

置 。 駐 車 場 に 限 り が あ る の で 、 乗 り 合 わ せ ま た は 公 共 交

通 機 関 を 利 用 し て く だ さ い

＊ 同 時 開 催 ＊ 　 市 内 障 害 者 施 設 で 作 ら れ た 商 品 の 販 売 会 な ど

　 瀬 川 丑 松 は 、 父 の 戒 め を 受 け 被 差 別 部 落 出 身 で あ る こ と を 隠 し 教 員 と し
て 奉 職 し て い た 。 彼 は 差 別 の 現 状 を 目 の 当 た り に し 苦 悩 す る 一 方 で 、 士 族
出 身 の 志 保 と の 恋 に 心 を 焦 が し て い た 。 や が て 学 校 で は 、 丑 松 の 出 自 に つ
い て の 疑 念 が 抱 か れ 始 め 、 彼 の 立 場 は 危 ぶ ま れ て い く 。 苦 し み の 中 、 丑 松
は 被 差 別 部 落 出 身 の 思 想 家 ・ 猪 子 蓮 太 郎 に 傾 倒 し て い く 。 あ る 日 、 猪 子 が
演 説 の 後 暴 漢 に 襲 わ れ る 。 事 件 を き っ か け に 、 丑 松 は あ る 決 意 と と も に 教
壇 に 立 と う と す る 。

あ ら す じ

人 権 啓 発 映 画 会 『 破 戒 』
 　 市 民 協 働 課 　 ☎  2 2 7 － 6 0 2 9

「 秋 季 火 災 予 防 運 動 」 火 を 消 し て  不 安 を 消 し て  つ な ぐ 未 来
　 白 山 野 々 市 広 域 消 防 本 部 　 ☎  2 7 6 － 9 4 8 2

　 1 1  月 ９ 日 ㈭ ～  1 5  日 ㈬ の ７ 日 間 、 全 国 一 斉 に 秋 季 火 災 予 防 運 動 が 実 施 さ れ ま す 。 火 災 が 発 生 し や す い 時

季 を 迎 え ま す 。 火 の 取 り 扱 い に は 十 分 注 意 し 、 大 切 な 命 や 財 産 を 火 災 か ら 守 り ま し ょ う 。

住 宅 防 火 　 い の ち を 守 る �  の ポ イ ン ト

４ つ の 習 慣

１. 　 寝 た ば こ は 絶 対 に し な い 、 さ せ な い �

２. 　 ス ト ー ブ の 周 り に 燃 え や す い も の を 置 か な い

３. 　 こ ん ろ を 使 う と き は 火 の そ ば を 離 れ な い

４. 　 � コ ン セ ン ト は ほ こ り を 清 掃 し 不 必 要 な プ ラ グ は 抜 く

６ つ の 対 策

１. 　� 火 災 の 発 生 を 防 ぐ た め に 、 ス ト ー ブ や こ ん ろ な ど は 安 全 装 置 の 付 い た 機 器

を 使 用 す る

２. 　� 火 災 の 早 期 発 見 の た め に 、 住 宅 用 火 災 警 報 器 を 定 期 的 に 点 検 し 、 1 0  年 を

目 安 に 交 換 す る

３. 　� 火 災 の 拡 大 を 防 ぐ た め に 、 部 屋 を 整 理 整 頓 し 、 寝 具 、 衣 類 お よ び カ － テ ン は 、

防 炎 品 を 使 用 す る

４. 　� 火 災 を 小 さ い う ち に 消 す た め に 消 火 器 な ど を 設 置 し 、 使 い 方 を 確 認 し て お く

５. 　� 高 齢 者 や 身 体 の 不 自 由 な 人 は 、 避 難 経 路 と 避 難 方 法 を 常 に 確 保 し 備 え て お く

６. 　 � 防 火 防 災 訓 練 へ の 参 加 、 戸 別 訪 問 な ど に よ り 、 地 域 ぐ る み の 防 火 対 策 を 行 う



広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 1 4

　 ① 、 ② に 関 す る こ と   　 　 松 任 税 務 署 　 　 　 　 ☎  2 7 6 － 2 6 9 8

③ 、 ④ に 関 す る こ と  　 　 （ 公 社 ） 松 任 法 人 会 　 ☎  2 7 4 － 3 1 5 7

税 を 考 え る 週 間 　 ～ こ れ か ら の 社 会 に 向 か っ て ～

　 1 1  月  1 1  日 ㈯ ～  1 7  日 ㈮ は 「 税 を 考 え る 週 間 」 で す 。 税 の 意 義 や 役 割 に つ い て 考 え 、 税 に 対 す る 理 解 を よ

り 一 層 深 め て み ま せ ん か 。

日 時 　 1 1  月  1 6  日 ㈭  1 3: 3 0

場 所 　 松 任 学 習 セ ン タ ー プ ラ ラ （ 白 山 市 ）

定 員 　 2 0 0  人

【 第 １ 部 】 1 3: 3 0  ～

テ ー マ 　�『 こ れ か ら の 社 会 に 向 か っ て 』

講 師 　 田 村 英 史 氏 （ 松 任 税 務 署 長 ）

【 第 ２ 部 】 1 4: 0 0  ～

テ ー マ 　 �『 ど う す る ! ?�ネ ッ ト の 安 全 対 策 ！ 』

　 　 　 　 ～ �ネ ッ ト 詐 欺 ・ S N S ・ 有 害 サ イ ト ・ AI  の

　 　 　 　 　 �未 来 … �～

講 師 　 三 上 洋 氏 （I T  ジ ャ ー ナ リ ス ト ／ ラ イ タ ー ）

日 時 　 1 1  月  2 2  日 ㈬  1 3: 3 0 �

場 所 　 松 任 学 習 セ ン タ ー プ ラ ラ （ 白 山 市 ）

定 員 　 6 0  人

【 租 税 教 室 】 1 3: 3 0  ～

テ ー マ 　�『 最 近 の 税 の 話 題 と 中 小 企 業 が 生 き 延 び

る 知 恵 』

講 師 　 木 村 紀 代 氏 （ 北 陸 税 理 士 会 松 任 支 部 税 理 士 ）

【 公 開 講 演 会 】 1 4: 1 5  ～

テ ー マ 　  元 女 性 南 極 調 理 隊 員 が 教 え る 『 個 人 で 始

め る フ ー ド ロ ス へ の 取 り 組 み 』 �

講 師 　 渡 貫 淳 子 氏 （ 元 女 性 南 極 調 理 隊 員 ） �

① 作 品 展 示

　 市 内 の 小 学 生 、 中 学 生 、 高 校 生 か ら 提 出 さ れ た

税 に 関 す る 作 品 の 優 秀 作 品 を 展 示 し ま す 。

日 時 　 1 1  月  1 1  日 ㈯ ～  1 7  日 ㈮

　 　 　 　 1 0: 0 0  ～  2 1: 0 0 （ 最 終 日 は  1 5: 0 0  ま で ）

場 所 　 イ オ ン モ ー ル 白 山 （ 白 山 市 ）

② 無 料 税 務 相 談

日 時 　 1 1  月  1 1  日 ㈯  1 0: 0 0  ～  1 5: 0 0

場 所 　 イ オ ン モ ー ル 白 山 （ 白 山 市 ）

③ 公 開 講 演 会 ④ 租 税 教 室 ＆ 講 演 会

 1 1  月  1 0  日 ㈮ ま で に 石 川 税 務 連 絡 協

議 会 ・ （ 公 社 ） 松 任 法 人 会 に 電 話 ま た

は 申 し 込 み フ ォ ー ム か ら 申 し 込 み

 1 1  月  1 4  日 ㈫ ま で に （ 公 社 ） 松 任

法 人 会 女 性 部 会 に 電 話 ま た は 申 し

込 み フ ォ ー ム か ら 申 し 込 み

出 張 年 金 相 談
 　 1 1  月  1 4  日 ㈫ ま で に 金 沢 南 年 金 事 務 所 　 ☎  2 4 5 － 2 3 1 1 （ 音 声 ダ イ ヤ ル １ → ２ ）

　 日 本 年 金 機 構 金 沢 南 年 金 事 務 所 で は 、 出 張 年 金 相 談 会 を 開 催 し ま す 。 自 身 の 年 金 記 録 、 保 険 料 納 付 期 間 や

年 金 受 給 見 込 額 を 確 認 し 、 将 来 の 生 活 設 計 に つ い て 考 え て み ま せ ん か 。

日 　 時 　 1 1  月  1 5  日 ㈬  9: 3 0  ～  1 6: 0 0

会 　 場 　 市 役 所 　 ※ 当 日 は 保 険 年 金 課 に 来 て く だ さ い

持 ち 物 　� ① 基 礎 年 金 番 号 の 確 認 が で き る も の （ 年 金 手 帳 、 年 金 証 書 、 振 込 通 知 書 な ど ）

② 本 人 確 認 書 類 （ 運 転 免 許 証 、 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド な ど ）

※� 事 前 予 約 が 必 要 で す

　 （ 年 金 に 関 す る 一 般 的 な 相 談 は 、 空 き が あ れ ば 当 日 受 け 付 け 可 ）

※� 予 約 の 際 は 基 礎 年 金 番 号 が わ か る も の （ 年 金 手 帳 な ど ） を 準 備 し て 連 絡 し

て く だ さ い

※� 代 理 の 人 が 相 談 に 来 る 時 は 、 本 人 の 署 名 の あ る 委 任 状 、 代 理 人 の 本 人 確 認

書 類 （ 運 転 免 許 証 な ど ） が 必 要 で す 。 委 任 状 は 、 保 険 年 金 課 窓 口 ま た は 日

本 年 金 機 構 の ホ ー ム ペ ー ジ に あ り ま す



1 5 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号

◎ 健 康 教 室 「 耳 寄 り な 講 演 会 」 ＆

 

カ フ ェ日 時

　

�

1 1月

1 7日 ㈮ 午 前

1 0時 ～

1 1時

3 0分

場 所

　
郷 公 民 館

内 容

　

� テ ー マ は 「 転 ば な い 体 を 作ろ う ！ １ 分 で 出 来 る 予 防 体操 」 で す 。 Ｇ О ！ 郷 カ フ ェと 同 時 開 催 ！

講 師

　

� 金 沢 脳 神 経 外 科 病 院

　
理 学

療 法 士

対 象

　
郷 地 区 住 民

※ 詳 細 は 結 ネ ッ ト へ 掲 載

�　
郷 公 民 館

◎ 北 陸 電 力 エ ネ ル ギ ー 講 座日 時

　

�

1 1月

3 0日 ㈭ 午 後 ２ 時 ～ ３ 時

3 0分

場 所

　
郷 公 民 館

内 容

　

� 世 界 や 日 本 の エ ネ ル ギ ー 事情 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の現 状 と 課 題 を は じ め 、 北 陸電 力 の 電 源 の 脱 炭 素 化 に 向け た 取 り 組 み を 紹 介 し ます 。 エ ネ ル ギ ー の 将 来 を 見据 え 、 で き る こ と を 考 え てみ ま し ょ う

講 師

　

� 北 陸 電 力 ㈱ 石 川 支 店 総 務 部地 域 広 報 チ ー ム

対 象

　
郷 地 区 住 民

※ 詳 細 は 結 ネ ッ ト へ 掲 載

�

　
郷 公 民 館

 

☎ ２ ４ ８  ・  ０ ２ ５ ０

富 奥 地 区

◎ 作 る 楽 し み を 知 る ② 作 っ て 楽 しい ！ 見 て 癒 さ れ る 糸 か け ア ー ト日 時

　

1 2月 ２ 日 ㈯ 午 後 ２ 時 ～ ４ 時

場 所

　

� 富 奥 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ンタ ー

内 容

　

� 板 に 釘 を 打 ち 糸 を 掛 け て いく 事 で 作 り 上 げ て い く ア ート で す 。 ク リ ス マ ス の 飾 りと し て も 、 イ ン テ リ ア 雑 貨と し て も 癒 さ れ ま す よ ！

講 師

　

� 志 來 ー

S
hi

ki

ー  （ 糸 か け 師 ）

対 象

　
富 奥 地 区 住 民

定 員

　

1 5人 （ 先 着 ）

参 加 費

 　
千 円 （ 当 日 徴 収 ）

持 ち 物

　
は さ み

　

1 1月 ８ 日 ㈬ 午 前 ９ 時 か ら 富 奥

公 民 館◎ 作 る 楽 し み を 知 る ③ 親 子 で 作 る冬 景 色日 時

　

�

1 2月 ９ 日 ㈯ 午 後 ２ 時 ～ ４ 時

場 所

　

� 富 奥 防 災 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ンタ ー

内 容

　

� 簡 単 な 裁 縫 で き る 「 く く り花 」 で 作 る 小 さ な ツ リ ー があ る 冬 景 色 。 親 子 で 楽 し く作 り ま し ょ う ！

講 師

　

� 渕 田 睦 子 氏

対 象

　

� 富 奥 地 区 住 民 。 親 子 ２ 人 で１ 組 （ 小 学 ４ 年 生 以 上 ）

定 員

　
８ 組 （ 先 着 ）

参 加 費

　
３ ０ ０ 円

持 ち 物

　
は さ み

�

　

1 1月 ９ 日 ㈭ 午 前 ９ 時 か ら

富 奥 公 民 館

�

☎ ２ ４ ８  ・  ０ ８ ２ ９
郷 地 区

◎ 第

6 8回 み ん な で ウ ォ ー キ ン グ

日 時

　

�

1 1月

1 1日 ㈯ 午 前 ９ 時 ～ 午 後

３ 時

4 5分

場 所

　
郷 公 民 館

内 容

　

� 今 回 は 能 登 へ 。 伝 統 工 芸「 合 鹿 椀 」 の 福 正 寺 を 訪 ね 、あ じ さ い 寺 で 名 高 い 平 等 寺で の モ ミ ジ 鑑 賞 も 楽 し み まし ょ う 。 昼 食 を 柳 田 植 物 公園 内 の 花 菖 蒲 で

対 象

　
郷 地 区 住 民

定 員

　

2 0人 （ 先 着 ）

参 加 費

 　
５ ０ ０ 円 （ 拝 観 料 。 昼 食

代 は 含 ま ず ）

※ 詳 細 は 結 ネ ッ ト へ 掲 載

�　
郷 公 民 館

押 野 地 区

◎ ふ れ あ い 餅 つ き 会日 時

　

�

1 1月

2 6日 ㈰ 午 前

1 0時 ～ 午 後

２ 時 （ な く な り 次 第 終 了 ）

場 所

　
押 野 公 民 館

内 容

　

� 餅 つ き 会 （ 売 り 上 げ は 災 害義 援 金 活 動 と し て 寄 附 し ます ）  、 冬 物 野 菜 販 売 （ ふ れあ い 展 示 会 来 場 者 限 定 ）  、プ ラ ネ タ リ ウ ム  「 冬 の 星 座 」（ 午 前 、  午 後 の ２ 回 、  各

3 0分 。

要 申 し 込 み ）  、  ワ ー ク シ ョ ップ  「 ビ ー ズ ボ ー ル ペ ン 作 り 」と ク ラ フ ト 体 験 （ 午 後 ２ 時ま で 。 要 実 費 ）

対 象

　
押 野 地 区 住 民

※ 詳 細 は 押 野 公 民 館 に 配 置 の チ ラ シ
　
押 野 公 民 館

◎ ふ れ あ い 展 示 会日 時

　

�

1 1月

2 6日 ㈰ ～

1 2月 １ 日 ㈮ 午

前

1 0時 ～ 午 後 ４ 時 （

2 7日 ㈪

は 休 館 ）

場 所

　
押 野 公 民 館

内 容

　

� 公 民 館 サ ー ク ル 作 品 コ ーナ ー

(

草 月 流 生 花 サ ー ク

ル 、 野 々 市 写 真 ク ラ ブ

) 、

放 課 後 子 ど も 教 室 、 公 民 館事 業 作 品 、  市 内 小 中 学 生  「 調べ る 学 習 」 作 品 展 示 、 公 民館 事 業 記 録 Ｄ Ｖ Ｄ コ ー ナ ーの 設 置

対 象

　
押 野 地 区 住 民

　
押 野 公 民 館

☎ ２ ４ ８  ・  ２ ８ ３ ９

イ ベ ン ト

  ： 申 し 込 み　 ： 問 い 合 わ せ 　 ・  の マ ー ク が あ る も の は 申 し 込 み が 必 要　 ・ 参 加 費 の 記 述 が な い も の は 無 料



広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 1 6

◎ 自 分 好 み の 、 お 正 月 花 を 粘 土 で作 っ て み ま せ ん か日 時

　

�

1 2月 ８ 日 ㈮ 、

1 2日 ㈫ 午 後 １

時

3 0分 ～ ３ 時

3 0分  （ 全 ２ 回 ）

場 所

　
女 性 セ ン タ ー

内 容

　

 フ ク ジ ュ ソ ウ 、 サ サ 、 ナ ンテ ン 、 ウ メ を 作 り ま す

講 師

　
源 辰 美 氏

対 象

　
市 民

定 員

　

1 5人 （ 先 着 ）

材 料 費

　
１ ５ ０ ０ 円 （ 初 回 徴 収 ）

持 ち 物

 　
は さ み 、 サ ラ ン ラ ッ プ 、

手 拭 き

�

　

1 1月 ９ 日 ㈭ 午 前 ９ 時 か ら

女 性 セ ン タ ー

� ☎ ２ ４ ６  ・  ０ ８ １ ０

ノ ノ イ チ ・ キ ッ ズ ア ク タ ー日 時

　

1 2月

1 6日 ㈯ 午 後 ２ 時 ～ ４ 時

場 所

　

� に ぎ わ い の 里 の の い ち

�� カ

ミ ー ノ

内 容

　

� 市 民 活 動 セ ン タ ー 登 録 団 体の 演 劇 ユ ニ ッ ト 浪 漫 好 、 劇団 ｎ о ｎ о 、 る ー ぷ が 共 同で 、 子 ど も の 『 感 性 ： 自立 』 を 育 成 す る 演 劇 ワ ー クシ ョ ッ プ を 開 催 。 演 劇 初 心者 で も 楽 し め ま す

対 象

　
小 学 ３ 年 生 ～ 高 校 生

定 員

　

1 0人

� 二 次 元 コ ー ド か ら　
演 劇 ユ ニ ッ ト 浪 漫 好

　
高 田

�

☎ ０ ７ ０  ・  ９ １ ４ ２  ・  ３ ５ ２ ６

◎ 家 庭 の 味 を 作 り ま し ょ う

　
お 試

し 「 大 根 寿 司 ＆ か ぶ ら 寿 司 体 験 教室 」日 時

　
�

1 2月 ２ 日 ㈯ 午 前

1 0時 ～ 正 午

ご ろ

場 所

　
押 野 公 民 館

内 容

　

� 大 根 寿 司 と か ぶ ら 寿 司 は 昔か ら 伝 わ る 発 酵 食 。 手 軽 にで き る レ シ ピ で 作 り ま し ょう （ 密 閉 用 袋 で 持 ち 帰 り ）

講 師

　
中 野 美 恵 子 氏

対 象

　
押 野 地 区 住 民

定 員

　

1 0人 （ 先 着 ）

参 加 費

　
１ ２ ０ ０ 円 （ 当 日 徴 収 ）

持 ち 物

 　
筆 記 用 具 、 三 角 巾 、 エ プ ロ

ン 、 マ ス ク 、 手 拭 き タ オ ル

　

1 1月

1 0日 ㈮ 午 前

1 0時 か ら 押 野

公 民 館◎ い い ね ！ い い ね

　
多 肉 植 物 寄 せ

植 え 教 室 ～ 正 月 バ ー ジ ョ ン ～日 時

　

�

1 2月 ９ 日 ㈯ 午 前

1 0時 ～

1 1時

3 0分

場 所

　
押 野 公 民 館

内 容

　

� お う ち 時 間 が 長 く な る こ の時 期 、 多 肉 ぷ に ぷ に の 愛 らし さ に 癒 さ れ ま せ ん か ！

講 師

　

� 岩 崎 薫 氏  （

J
err

y�pl
a

nts
� 多

肉 植 物 ア ド バ イ ザ ー

）

対 象

　
押 野 地 区 住 民

定 員

　

1 5人 （ 先 着 ）

参 加 費

　
２ 千 円 （ 当 日 徴 収 ）

�

　

1 1月 ８ 日 ㈬ 午 前

1 0時 か ら

押 野 公 民 館

�

☎ ２ ４ ８  ・  ２ ８ ３ ９

野 々 市 公 民 館

◎ ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト　
ク リ ス マ ス に 素 敵 な 音 楽 の プ レ

ゼ ン ト 。日 時

　

1 2月

1 7日 ㈰ 午 後 ２ 時 開 演

場 所

　

� に ぎ わ い の 里 の の い ち

�� カ

ミ ー ノ

内 容

　

� モ ー ツ ァ ル ト ア カ デ ミ ー 室内 管 弦 楽 団 に よ る 演 奏

対 象

　
市 民

定 員

　

8 0人 （ 先 着 ）

そ の 他

 　
申 し 込 み 時 に 整 理 券 を 配

布 し ま す

�

　

1 1月

2 2日 ㈬ 午 前 ９ 時 か ら

野 々 市 公 民 館
� ☎ ２ ４ ８  ・  ０ ５ ２ １

女 性 セ ン タ ー

◎ み な さ ん と 歩 み 続 け て

4 0年 フ ェ

ス タ日 時

　

�

1 1月

1 1日 ㈯ 午 前

1 0時 ～ 午 後

３ 時

場 所

　
女 性 セ ン タ ー

内 容

　

� 韓 錦 玉 氏 （ ソ プ ラ ノ 歌 手 ）の 歌 唱 と 酒 井 珠 江 氏 の ピ アノ 伴 奏 。  １ 階 軽 運 動 室 で は 、サ ー ク ル の 発 表 と 共 に 、 誰で も 気 軽 に 参 加 し て ダ ンス ・ 踊 り が 体 験 で き ま す 。廊 下 ・ ロ ビ ー で は 、 サ ー クル の 作 品 展 示 を し ま す

※

� 詳 細 は 各 公 民 館 、 女 性 セ ン タ ーに あ る チ ラ シ を 見 て く だ さ い　
女 性 セ ン タ ー

ニ ュ ー ス ポ ー ツ 体 験 会

　
さ ま ざ ま な ニ ュ ー ス ポ ー ツ の 体

験 会 を 行 っ て い ま す 。 当 日 参 加 もで き ま す 。 ぜ ひ 参 加 く だ さ い 。日 時

　

 ①

1 1月

1 8日 ㈯ ② １ 月

1 3日 ㈯

午 後 ２ 時 ～ ３ 時

3 0分

場 所

　
市 民 体 育 館

内 容

　

� ① ト リ プ ル ソ フ ト バ レ ー 講習 会 ② フ レ ッ シ ュ テ ニ ス 、Ｈ ． Ｋ ． Ｂ ．  、 ボ ッ チ ャ

講 師

　
市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員

持 ち 物

 　
内 履 き シ ュ ー ズ 、  タ オ ル 、

飲 み 物

※ 運 動 が で き る 服 装

�

　
ス ポ ー ツ 振 興 課

 

☎ ２ ４ ８  ・  １ ４ ４ ２

フ レ イ ル 予 防 の 料 理 教 室
日 時

　

�

1 2月 ４ 日 ㈪ 午 前

1 0時 ～ 正 午

場 所

　
保 健 セ ン タ ー

内 容

　

� 手 軽 に た ん ぱ く 質 と 野 菜 が食 べ ら れ る 料 理 を 作 り ま す

講 師

　
食 生 活 改 善 推 進 協 議 会

対 象

　
市 民

定 員

　

2 0人 （ 先 着 ）

持 ち 物

　

� エ プ ロ ン 、 三 角 巾 、 マ ス ク

�

　

1 1月

1 0日 ㈮ 午 前 ９ 時 か ら

健 康 推 進 課

�

☎ ２ ４ ８  ・  ３ ５ １ １
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1 1月 は エ コ ド ラ イ ブ 推 進 月 間

　
行 楽 シ ー ズ ン 到 来 で す 。 車 で の

外 出 も 増 え る と 思 い ま す が 、 そ の際 に エ コ ド ラ イ ブ を 心 掛 け て み ませ ん か 。 エ コ ド ラ イ ブ に は 、 特 別な 知 識 も 、 高 度 な 技 術 も 必 要 あ りま せ ん 。  大 切 な の は 、  「 環 境 に 」  、  「 人に 」 優 し い 運 転 を 積 み 重 ね て い くこ と で す 。 そ こ で 、 今 日 か ら で も始 め ら れ る 「 エ コ ド ラ イ ブ

1 0の す

す め 」 を 紹 介 し ま す 。１ ． 自 分 の 燃 費 を 把 握 し よ う２ ．

� ふ ん わ り ア ク セ ル 「 ｅ ス タ ート 」 ※ 最 初 の ５ 秒 で 、 ゆ っ たり 時 速

2 0㎞ へ

３ ．

� 車 間 距 離 に ゆ と り を も っ て 、

　 　

加 速 ・ 減 速 の 少 な い 運 転

４ ．

� 減 速 時 は 早 め に ア ク セ ル を 離

　 　

そ う

５ ． エ ア コ ン の 使 用 は 適 切 に６ ．

� ム ダ な ア イ ド リ ン グ は や め よ う

７ ．

� 渋 滞 を 避 け 、 余 裕 を も っ て 出

　 　

発 し よ う

８ ．

� タ イ ヤ の 空 気 圧 か ら 始 め る 点

　 　

検 ・ 整 備

９ ． 不 要 な 荷 物 は お ろ そ う
1 0．

� 走 行 の 妨 げ と な る 駐 車 は や め

　 　

よ う

（
出 典  ：

C
O

OL
�C

H
OI

C
E

� ホ ー ム ペ ー ジ

）

　
市 民 生 活 課

 
☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ５ ２

小 学 生 向 け パ ソ コ ン 教 室
◎ 知 っ て ネ ッ ト 教 室 ＆ パ ソ コ ン で年 賀 状 作 り　

イ ン タ ー ネ ッ ト を 正 し く 、 安 全
に 、 そ し て 楽 し く 使 う た め の 講 座で す 。 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 本 、 検索 、 マ ッ プ の 活 用 法 や 、 Ｓ Ｎ Ｓ での ト ラ ブ ル に つ い て も 紹 介 。 パ ソコ ン を 使 っ た 年 賀 状 づ く り に も 挑戦 ！日 時

　

�

1 2月 ２ 日 ㈯ 午 後 １ 時

3 0分 ～

３ 時

3 0分

場 所

　
文 化 会 館 フ ォ ル テ

対 象

　
市 内 小 学 ３ ～ ６ 年 生

定 員

　
８ 人

　
フ ォ ル テ ホ ー ム ペ ー ジ か ら

　
市 文 化 会 館 フ ォ ル テ

 

☎ ２ ４ ８  ・  ８ ０ ０ ０

教 育 講 演 会

◎ 学 校 の リ ス ク を 見 え る 化 す る～ 部 活 動 改 革 か ら 働 き 方 改 革 ま で ～日 時

　

�

1 1月

1 7日 ㈮ 午 後 ６ 時

1 5分 ～

８ 時

1 5分

場 所

　

� 鶴 来 総 合 文 化 会 館 ク レ イ ン（ 白 山 市 ）

講 師

　
内 田 良 氏  （ 名 古 屋 大 学 教 授 ）

�

　
白 山 ・ 野 々 市 教 育 を 考 え る

市 民 フ ォ ー ラ ム 

☎ ２ ７ ５  ・  ０ １ ７ ９

石 川 県 立 大 学 公 開 講 座

◎ 時 代 を 生 き 抜 く た め の Ａ Ｉ を 考え る日 時

　

1 1月

1 2日 ㈰ 午 後 １ 時 ～ ３ 時

場 所

　
石 川 県 立 大 学

講 師

　

� 馬 場 雪 乃 氏 （ 東 京 大 学

�

大

学 院 総 合 文 化 研 究 科 ）  、 桶敏 氏 、 石 倉 瑞 恵 氏 （ 石 川 県立 大 学

� 教 養 教 育 セ ン タ ー ）

対 象

　
市 民

定 員

　
１ ０ ０ 人

　
石 川 県 立 大 学

 

☎ ２ ２ ７  ・  ７ ２ ２ ０

市 民 劇 団

　
劇 団 ｎ о ｎ о

　
初 心 者 大 歓 迎 。  芝 居 が 好 き な 人 、

役 者 ・ 裏 方 大 募 集 。 無 料 体 験 か ら始 め て み ま せ ん か 。日 時

　

� 毎 週 火 ・ 金 曜 日 午 後 ７ 時

3 0

分 ～

1 0時

場 所

　

� に ぎ わ い の 里 の の い ち

�� カ

ミ ー ノ な ど

対 象

　

� 練 習 に 通 え る 人 。 小 学 生 は応 相 談

定 員

　
若 干 名

会 費

　
月 ２ ５ ０ ０ 円

�

　
劇 団 ｎ о ｎ о

 
g

e
ki

n
o

n
o

@
g

m
ail.

c
o

m

住 生 活 総 合 調 査

　

1 2月 １ 日 、 全 国 で 住 生 活 総 合 調

査 が 行 わ れ ま す 。 こ の 調 査 は 、 住生 活 基 本 法 に 基 づ く 住 生 活 の 安定 ・ 向 上 に 係 る 総 合 的 な 施 策 を 推進 す る 上 で 必 要 と な る 基 礎 資 料 を得 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。　
今 回 は 、

1 0月 に 実 施 さ れ た 住 宅  ・

土 地 統 計 調 査 対 象 に な っ た 世 帯 の中 か ら 一 部 を 選 び 、 全 国 で 約

1 0・

８ 万 世 帯 が 対 象 と な っ て い ま す 。対 象 世 帯 に は

1 1月 下 旬 か ら 郵 送 に

よ り 調 査 票 が 配 布 さ れ ま す の で 、オ ン ラ イ ン ま た は 郵 送 に よ る 回 答へ の 協 力 を お 願 い し ま す 。
　
建 築 住 宅 課

 

☎ ２ ２ ７  ・  ６ １ ３ ６

社 労 士 に よ る 無 料 相 談 会
　
労 働 条 件 、 成 年 後 見 制 度 な ど 働

く 人 も 事 業 主 も 職 場 で の 悩 み や 疑問 を 労 働 ・ 年 金 の 専 門 家 で あ る 社労 士 に 相 談 し て み ま せ ん か ？日 時

　

 

1 2月 １ 日 ㈮ 午 前

1 0時 ～ 午 後

５ 時

3 0分

【 電 話 に よ る 相 談 】専 用 ダ イ ヤ ル

 

☎ ２ ９ １  ・  ５ ４ １ ８

【 面 談 に よ る 相 談 】場 所

　

 県 社 会 保 険 労 務 士 会 （ 金 沢市 ）

　
県 社 会 保 険 労 務 士 会

�

☎ ２ ９ １  ・  ５ ４ １ １

案 内

  ： 申 し 込 み　 ： 問 い 合 わ せ 　 ・  の マ ー ク が あ る も の は 申 し 込 み が 必 要　 ・ 参 加 費 の 記 述 が な い も の は 無 料

募 集

詳 細 は 県 立 大 学ホ ー ム ペ ー ジ ▼
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電 池 は 抜 い て 出 し ま し ょ う　
リ モ コ ン や カ メ ラ な ど 、 電 池 が

入 っ て い る 製 品 を ご み に 出 す 際は 、  電 池 を 抜 い て 出 し て く だ さ い 。電 池 が 入 っ た ま ま の 場 合 、 収 集 や処 理 の 過 程 で 火 災 が 発 生 す る 恐 れが あ り ま す 。 昨 年 度 も 松 任 石 川 環境 ク リ ー ン セ ン タ ー  （ ご み 処 理 場 ）で 発 火 事 故 が あ り ま し た 。　
取 り 外 し た 乾 電 池 ・ 充 電 式 電 池

は 燃 え な い ご み の 電 池 回 収 コ ン テナ な ど に 出 し て く だ さ い 。 電 気シ ェ ー バ ー や 小 型 電 子 機 器 な ど 電池 を 外 せ な い も の は 、 で き る だ け電 池 を 使 い 切 っ て か ら 燃 え な い ごみ の 危 険 物 の コ ン テ ナ な ど に 出 して く だ さ い 。 モ バ イ ル バ ッ テ リ ーな ど も 燃 え な い ご み の 電 池 回 収 コン テ ナ な ど に 出 し て く だ さ い 。 なお 、 リ サ イ ク ル マ ー ク の あ る 充 電式 の 電 池 類 は 販 売 店 の 回 収 サ ー ビス も 利 用 し て く だ さ い 。
　
市 民 生 活 課

 

☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ５ ２

離 婚 後 の 子 育 て 相 談

　
離 婚 を 考 え て い る 父 母 、 ひ と り

親 家 庭 の 父 母 、 離 婚 で 子 ど も と 離れ て 暮 ら す 父 母 な ど を 対 象 に セ ミナ ー や 専 門 相 談 員 に よ る オ ン ラ イン 相 談 会 を 開 催 し ま す 。  （ 要 予 約 ）①

� セ ミ ナ ー 『 ひ と り 親 家 庭 に 対 する ラ イ フ プ ラ ン と 支 援 施 策 』

年 末 調 整 説 明 会

日 時

　

�

1 1月

2 1日 ㈫ ① 午 前

1 0時 ～

1 1

時

3 0分 ② 午 後 ２ 時 ～ ３ 時

3 0

分

場 所

　

� 松 任 学 習 セ ン タ ー プ ラ ラ（ 白 山 市 ）

内 容

　

� 令 和 ５ 年 分 年 末 調 整 の 改 正点 、 年 末 調 整 の 方 法 な ど

講 師

　

� 松 任 税 務 署 法 人 課 税 部 門

�

担 当 官

※

� 駐 車 場 は 、 松 任 駅 前 立 体 駐 車 場ま た は グ ラ ン ド ホ テ ル 白 山 横 の駐 車 場 を 利 用 し て く だ さ い

(

３

時 間 無 料

)

�

　

1 1月

1 7日 ㈮ ま で に （ 公 社 ）

松 任 法 人 会

�

☎ ２ ７ ４  ・  ３ １ ５ ７

労 働 保 険 に 加 入 し ま し ょ う　

1 1月 は 「 労 働 保 険 未 手 続 事 業 一

掃 強 化 期 間 」 で す 。 労 働 保 険 は 労災 保 険 と 雇 用 保 険 の 総 称 で す 。 労働 者 が 業 務 上 災 害 お よ び 通 勤 災 害や 失 業 な ど の 場 合 に 保 険 給 付 を 行い 労 働 者 の 生 活 の 安 定 、 社 会 復 帰の 促 進 、 再 就 職 の 促 進 な ど を 図 るこ と が 目 的 で す 。 労 働 保 険 は 農 林水 産 の 事 業 の 一 部 を 除 き 、 労 働 者を 一 人 で も 雇 っ て い れ ば 、 必 ず 加入 手 続 き を し な け れ ば な り ま せん 。 事 業 主 は 、 労 働 者 の た め に 労働 保 険 に 必 ず 加 入 し ま し ょ う 。

�

　
白 山 公 共 職 業 安 定 所

 

☎ ２ ７ ５  ・  ８ ５ ３ ３

日 時

　

�

1 1月

1 2日 ㈰ 午 前

1 0時 ～ 正 午

②

� セ ミ ナ ー 『 別 居 ・ 離 婚 に つ い てお 父 さ ん お 母 さ ん へ の ガ イ ダ ンス 養 育 費 と 面 会 交 流 』
日 時

　

�

1 2月 ２ 日 ㈯ 午 前

1 0時 ～ 正 午

③ 親 子 面 会 交 流 オ ン ラ イ ン 相 談日 時

　

�

1 2月 、 ２ 月 の 第 ４ 日 曜 日

　 　 　

午 前

1 0時 ～ 正 午

場 所

　

� ① ～ ③ い ず れ も 県 母 子 ・ 父子 福 祉 セ ン タ ー （ 金 沢 市 ）

�

　
県 母 子 寡 婦 福 祉 連 合 会

 

☎ ２ ６ ４  ・  ０ ５ ０ ３

段 ボ ー ル の 捨 て 方

　
段 ボ ー ル な ど 古 紙 類 を 一 般 ご み

に 出 し て い ま せ ん か ？

　
古 紙 は 分

別 収 集 さ れ れ ば ほ ぼ １ ０ ０ ％ リ サイ ク ル が で き る 製 品 で す 。 子 ど も会 な ど の 地 域 の 集 団 回 収 や 市 役 所東 側 の エ コ ス テ ー シ ョ ン を 利 用 して く だ さ い 。 ま た 、 近 隣 の ス ーパ ー な ど で も 回 収 を 行 っ て い る とこ ろ が あ り ま す 。 詳 し く は 市 ホ ーム ペ ー ジ  「 資 源 の 拠 点 回 収 協 力 店 」を 確 認 し て く だ さ い 。 な お 、 エ コス テ ー シ ョ ン を 利 用 す る 場 合 は でき る だ け 紙 ひ も で ま と め て 出 し てく だ さ い 。
　
市 民 生 活 課

 

☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ５ ２

障 害 者 控 除 対 象 者 の 認 定
　

1 1月 １ 日 ㈬ か ら 、 障 害 者 控 除 対

象 者 認 定 の 申 請 を 受 け 付 け ま す 。　
次 の 要 件 に 該 当 す る 人 は 、 後 日

交 付 さ れ る 認 定 書 を 確 定 申 告 や 住民 税 申 告 の 際 に 添 付 す る と 、 障 害者 控 除 と し て 所 得 税 や 住 民 税 の 控除 を 受 け る こ と が で き ま す 。　
本 人 が 非 課 税 の 場 合 、 本 人 を 扶

養 す る 親 族 が 課 税 で あ れ ば 、 親 族が 控 除 を 受 け る こ と が で き ま す 。要 件

　

 

6 5歳 以 上 で 要 介 護  （ 要 支 援 ）
認 定 を 受 け て い て 、 市 が 定め る 条 件 を 満 た す こ と

申 請 に

 必 要 な も の

　 　 　

� 申 請 書 、 申 請 者 の 本 人 確 認書 類 （ 運 転 免 許 証 な ど ）

�

　
介 護 長 寿 課

�

☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ６ ６

相 続 ・ 遺 言 な ど の 無 料 相 談　
司 法 書 士 ・ 税 理 士 に よ る 無 料 相

談 会 を 開 催 し ま す 。日 時

　

1 1月

1 2日 ㈰ 午 後 １ 時 ～ ４ 時

場 所

　
交 遊 舎

そ の 他

 　
午 前

1 0時 ～ 午 後 ４ 時 に 電

話 （ ☎ ２ ９ ２  ・  ６ ９ ９ ０ ）  、

　 　 　

� Ｗ Ｅ Ｂ 相 談 も 行 い ま す 。 Ｗ ＥＢ 相 談 は ホ ー ム ペ ー ジ ま た は電 話 で 予 約 し て く だ さ い

�

　
県 司 法 書 士 会

 

☎ ２ ９ １  ・  ７ ０ ７ ０
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※ 各 講 座 で 使 用 す る パ ソ コ ン の  O S  は  Wi n d o w s 1 0 、 O ffi c e  の バ ー ジ ョ ン は  2 0 1 9  と な り ま す 　 　 　 　 　 　 　 （ 料 金 は テ キ ス ト 代 含 む ）

　 方 言 っ て な に ? い つ で き た の ? ど ん

な ち が い が あ る の ?  日 本 全 国 で 使 わ れ

て い る 方 言 を 、 カ ラ ー ペ ー ジ で 紹 介 し

て い る 図 鑑 で す 。 そ の ほ か に も 、 方 言

が 使 わ れ て い る 映 画 や ア ニ メ 、 方 言 を

楽 し み な が ら 読 め る 本 も 紹 介 さ れ て い

ま す 。 こ の 『 方 言 ず か ん 』 か ら 、 い ろ

ん な 地 域 の 方 言 に 触 れ て み ま せ ん か 。

特 集 展 示 （ 児 童 ）    『 い ろ ん な 木 の 実 』

『 方 言 ず か ん 』

篠 崎 晃 一 ／ 監 修

ほ る ぷ 出 版

休 館 日 ： 毎 週 水 曜 日 、 1 2 / 2 9  ～  1 / 3 　 開 館 時 間 ： 9: 0 0  ～  2 2: 0 0 　  　 ☎  2 4 8 － 8 0 9 9

場 所 ： 文 化 会 館 フ ォ ル テ 　  　 ☎  2 4 8 － 8 0 0 0

休 館 日 ： 毎 月 第 １ 、 ３ 水 曜 日 、 年 末 年 始 　 開 館 時 間 ： 9: 0 0  ～  2 2: 0 0 （ 貸 館 が な い 日 は  1 7: 0 0  閉 館 ） 　

イ ベ ン ト 情 報

特 集 展 示お す す め の 本

　 各 講 座 の 開 始 日 ３ 日 前  1 7: 0 0  の 時 点 で 開 講 最 低 人 数 に 満 た な い 場 合 、 休 講 と な り ま す 。

コ ー ス ・ 料 金 日 　 時 対 象 主 な 内 容

ワ ー ド 2 0 1 9 入 門
（ 5, 0 0 0 円 ）

1 2 / ５ 、1 2 、1 9 、2 6 ㈫
1 0: 0 0 ～ 1 2: 0 0

初 級 者
６ 人

ワ ー ド の 基 本 操 作 、 一 般 的 な 文 書 の 作 成 、 表 入 文 書
の 作 成 、 写 真 入 り 文 書 の 作 成

　 ド ン グ リ 、 ギ ン ナ ン 、 マ ツ ボ ッ ク リ 、

ム ラ サ キ シ キ ブ 、 ク リ 、 カ キ 、 ・ ・ ・

　 公 園 や 園 庭 、 い つ も の 道 、 あ ち ら こ ち

ら で い ろ ん な 木 の 実 が 目 に つ く 季 節 で す 。

そ ん な 木 の 実 が 出 て く る 本 を 集 め て み ま

し た 。

　 君 が 見 つ け た の は ど ん な 木 の 実 か な ？

み ん な の ア ー ト 展 　 第 Ⅱ 期 　 特 別 企 画 展 『 椿 、 咲 く 』 ・ 『 椿 と と も に 』

1 1  月 ２ 日 ㈭ ～  1 1  月  2 6  日 ㈰  1 0: 0 0  ～  1 8: 0 0 （ 最 終 日 は  1 5: 0 0  ま で ）

入 場 料 :  一 般  5 0 0  円 /  学 生 : 3 0 0  円 /  中 学 生 以 下 ･  障 害 者 :  無 料 　

ツ バ キ を モ チ ー フ と し た 有 名 作 家 の 作 品 と 、 金 沢 美 術 工 芸 大 学 の 日 本 画 修 了 生 ７ 人 の 作 品 を 展 示 し ま す 。

※  1 1  月 の パ ソ コ ン 教 室 は 休 み で す

日 　 時 イ ベ ン ト 名 対 象 な ど

1 2  月 ５ 日 ㈫  1 0: 3 0  ～  1 1: 0 0  カ レ ー ド あ か ち ゃ ん お は な し 会 対 象 /  ０ ・ １ ・ ２ 歳

1 2 月 1 5 日 ㈮  1 3: 0 0  ～  1 5: 3 0

心 と カ ラ ダ ･  自 然 に よ り そ う お 料 理 教 室 ～ 美 人
F o o d  ク ッ キ ン グ （ 月 １ 回 ）

【 大 人 向 け 】 絶 対 に 失 敗 し な い か ぶ ら ず し ワ ー ク
シ ョ ッ プ （ か ぶ ら  2  個 、 麹  1 k g ）

対 象 /  大 人 　 定 員 / 1 6  人
参 加 費 / 2, 5 0 0  円

 1 1  月 ４ 日 ㈯ 申 込 開 始

1 2  月  2 4  日 ㈰  1 4: 0 0  ～  1 5: 0 0
か が く 実 験 教 室 （ 毎 月 第 ４ 日 曜 ）
食 べ 物 か ら 電 気 を 取 り 出 そ う
※ 小 学 ２ 年 生 以 下 は 保 護 者 同 伴

対 象 /  小 学 生 　 定 員 / 1 0  人
参 加 費 / 5 0 0  円

 1 1  月  2 6  日 ㈰ 申 込 開 始

障 害 者 控 除 対 象 者 の 認 定
　

1 1月 １ 日 ㈬ か ら 、 障 害 者 控 除 対

象 者 認 定 の 申 請 を 受 け 付 け ま す 。　
次 の 要 件 に 該 当 す る 人 は 、 後 日

交 付 さ れ る 認 定 書 を 確 定 申 告 や 住民 税 申 告 の 際 に 添 付 す る と 、 障 害者 控 除 と し て 所 得 税 や 住 民 税 の 控除 を 受 け る こ と が で き ま す 。　
本 人 が 非 課 税 の 場 合 、 本 人 を 扶

養 す る 親 族 が 課 税 で あ れ ば 、 親 族が 控 除 を 受 け る こ と が で き ま す 。要 件

　

 

6 5歳 以 上 で 要 介 護  （ 要 支 援 ）
認 定 を 受 け て い て 、 市 が 定め る 条 件 を 満 た す こ と

申 請 に

 必 要 な も の

　 　 　

� 申 請 書 、 申 請 者 の 本 人 確 認書 類 （ 運 転 免 許 証 な ど ）

�

　
介 護 長 寿 課

�

☎ ２ ２ ７  ・  ６ ０ ６ ６

相 続 ・ 遺 言 な ど の 無 料 相 談　
司 法 書 士 ・ 税 理 士 に よ る 無 料 相

談 会 を 開 催 し ま す 。日 時

　

1 1月

1 2日 ㈰ 午 後 １ 時 ～ ４ 時

場 所

　
交 遊 舎

そ の 他

 　
午 前

1 0時 ～ 午 後 ４ 時 に 電

話 （ ☎ ２ ９ ２  ・  ６ ９ ９ ０ ）  、

　 　 　

� Ｗ Ｅ Ｂ 相 談 も 行 い ま す 。 Ｗ ＥＢ 相 談 は ホ ー ム ペ ー ジ ま た は電 話 で 予 約 し て く だ さ い

�

　
県 司 法 書 士 会

 

☎ ２ ９ １  ・  ７ ０ ７ ０



広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 2 0

1 1 月 号

子 育 て 応 援 ひ ろ ば
施 設 ご と の 予 定 は 子 育 て 支 援 情 報

サ イ ト 「  H U G  N E T  」 で ！ →

← 開 館 時 間 な ど 詳 細 は 市 ホ ー ム

ペ ー ジ で 確 認 く だ さ い

日  開 始 時 間  予 約 行 事 対 象  定 員 問 い 合 わ せ

随 時  随 時  要  製 作 あ そ び 「 み の む し 」 未 就 園 児 親 子  －  ❼ 支 あ

毎 週 ㈪  9: 0 0  －  双 子 ち ゃ ん デ ー 　 （ 午 前 の み ） 多 胎 児 親 子  －  ❶ 支 菅

毎 週 ㈫  1 0: 0 0  －
家 庭 教 育 サ ポ ー タ ー 子 育 て ウ ェ ル カ ム 広 場 　

場 所 /  学 び の 杜 の の い ち 　 カ レ ー ド 　 ☎  2 2 7- 6 1 1 7
誰 で も － 生 涯 学 習 課

毎 週 ㈬
9: 0 0  －  赤 ち ゃ ん デ ー ０ 歳 親 子  －  ❶ 支 菅

1 0: 0 0  －  の の ベ ビ ー ク ラ ブ 未 就 園 児 親 子  －  ④ つ 児

毎 週 ㈮  1 1: 1 0  －  お 話 し の 日 　 ※  2 4  日 は プ レ ミ ア ム 未 就 園 児 親 子  －  ❶ 支 菅

6 ㈪

随 時  －  看 護 師 に よ る 健 康 相 談 未 就 園 児 親 子  －  ❸ 支 エ

随 時  －  身 体 計 測 ０ 歳 児 －  ❸ 支 エ

随 時  －  発 育 測 定 未 就 園 児 親 子  －  ❹ 支 ふ

7 ㈫ 1 0: 3 0  要  育 児 講 座 「 冬 の 健 康 管 理 」 ノ ロ ・ イ ン フ ル な ど の 対 応 の 仕 方  未 就 園 児 親 子  2 0  組  ❸ 支 エ

7 ㈫ ～ 9 ㈭ 1 5: 0 0  要  ふ じ ひ ら ラ ン ド ～ ア イ ロ ン ビ ー ズ ～ 　 参 加 費 / 1 0 0  円 小 学 生 －  ③ ふ 児

８ ㈬

随 時  －  発 育 測 定 未 就 園 児 親 子  －  ❹ 支 ふ

1 0: 0 0  要  フ ォ ト コ ラ ー ジ ュ 製 作 　 参 加 費 / 2 0 0  円 未 就 園 児 親 子  ６ 組  ❸ 支 エ

1 0: 3 0  －  お 話 し ル ー ム 未 就 園 児 親 子  ８ 組  ❷ 支 は

8 ㈬ ～ 1 0 ㈮ 1 6: 1 5  －  お し の タ イ ム 「 空 き 缶 積 み 大 会 」 小 学 生 以 上  －  ② 押 児

９ ㈭

9: 3 0 / 1 0: 3 0  要  す く す く ベ ビ ー リ ト ミ ッ ク 　 参 加 費 / 5 0 0  円 よ ち よ ち 歩 き ～  各 ５ 組  ❼ 支 あ

1 0: 0 0  要  ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ 　 参 加 費 / 5 0 0  円 ３ ～  1 0  か 月 児  ７ 組  ❸ 支 エ

1 0: 3 0  要  エ ン ジ ョ イ 　 リ ト ミ ッ ク ！ 未 就 学 児 親 子  1 0  組  ① 中 児

1 0: 3 0  － s mil e �& �J o y （ ベ ビ ー ヨ ガ ・ マ マ パ パ エ ア ロ ） 未 就 園 児 親 子  －  ④ つ 児

1 0  ㈮

9: 0 0  －  わ く わ く 広 場 で 遊 ぼ う ！ 未 就 学 児 親 子  －  ❺ 支 和

1 0: 0 0  要  リ ト ミ ッ ク 　 参 加 費 / 5 0 0  円 未 就 園 児 親 子  ８ 組  ❷ 支 は

1 1: 0 0  －  絵 本 と 紙 芝 居 未 就 学 児 親 子  －  ① 中 児

1 1  ㈯

9: 3 0  要  ラ イ フ プ ラ ン 講 座 未 就 学 児 親 子  1 0  組  ❶ 支 菅

1 0: 0 0  －  ク リ ー ン 大 作 戦 誰 で も －  ③ ふ 児

1 0: 0 0  －  第 ２ 回 の の マ ル シ ェ 「 地 域 交 流 の 日 」 ち ゃ ん こ 鍋 や マ ル シ ェ  誰 で も －  ④ つ 児

1 3: 0 0  －  お は な し の と び ら 未 就 学 児 親 子 ・ 小 学 生 －  ③ ふ 児

1 3  ㈪  1 0: 3 0  －  お 話 の 会 未 就 園 児 親 子  －  ❹ 支 ふ

1 3  ㈪ ～  1 4  ㈫ 9: 0 0  －  わ く わ く 広 場 で 遊 ぼ う ！ 未 就 学 児 親 子  －  ❺ 支 和

1 4  ㈫

1 0: 0 0  要  ク ッ キ ン グ �保 育 園 の お や つ 　 参 加 費 / 2 0 0  円 未 就 園 児 親 子  ６ 組  ❸ 支 エ

1 0: 0 0  －  お は な し 会 未 就 園 児 親 子  －  ❼ 支 あ

1 0: 3 0  要  ぴ よ ぴ よ ラ ン ド 未 就 園 児 親 子  ８ 組  ③ ふ 児

1 0: 3 0  －  お は な し ホ ッ と タ イ ム 未 就 園 児 親 子  －  ④ つ 児

1 4  ㈫ ～  1 5  ㈬
1 0: 0 0  －  お し の ク ラ フ ト 「 勤 労 感 謝 、 バ ス ボ ム で リ フ レ ッ シ ュ 」 未 就 学 児 親 子  －  ② 押 児

1 5: 0 0  －  お し の ク ラ フ ト 「 勤 労 感 謝 、 バ ス ボ ム で リ フ レ ッ シ ュ 」 小 学 生 以 上  －  ② 押 児

1 5  ㈬

1 0: 0 0 / 1 1: 0 0 要  セ レ ク ト マ ッ サ ー ジ 　 参 加 費 / 5 0 0  円 未 就 園 児 親 子  各 ３ 組  ❸ 支 エ

1 0: 0 0  －  保 健 講 座 「 下 痢 ・ 嘔 吐 の 対 処 法 」 未 就 学 児 親 子  －  ❺ 支 和

1 0: 0 0  要  フ ッ ト マ ッ サ ー ジ 未 就 園 児 親 子  1 0  組  ❻ 支 ア

1 0: 0 0  要
子 ど も の 発 達 に 寄 り 添 っ た 遊 び 方

２ 日 前 ま で に メ ー ル 　 i nf o @ m a d y s-l a n d. c o m
未 就 園 児 親 子  ７ 組

つ ば き

こ ど も 園

1 0: 3 0  要  ベ ビ ー ビ ク ス 　 　 参 加 費 / 3 0 0  円 ０ 歳 児 親 子  1 0  組  ❶ 支 菅

1 6: 3 0  －  ど す こ い ク ラ ブ 小 学 生 －  ④ つ 児

1 5 ㈬ ～ 1 6 ㈭
午 前 中  －  ち ゅ う お う ク ラ フ ト 「 し ゅ わ し ゅ わ バ ス ボ ム を 作 ろ う ！ 」  未 就 学 児 親 子  －  ① 中 児

9: 0 0 / 1 3: 0 0  －  身 体 測 定 未 就 園 児 親 子  各 ８ 組  ❷ 支 は



2 1 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号

ー  問 い 合 わ せ 先  ー

① 中 央 児 童 館  ☎ 2 4 8  －  5 3 2 5
② 押 野 児 童 館  ☎ 2 4 8  －  9 6 6 6
③ ふ じ ひ ら 児 童 館  ☎ 2 1 4  －  6 1 2 5
④ つ ば き の 郷 児 童 館  ☎ 2 4 8  －  2 1 1 1
❶ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 菅 原  ☎ 2 4 8  －  4 6 3 4
❷ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー は く さ ん  ☎ 2 4 8  －  7 1 2 2
❸ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー エ ン ジ ェ ル  ☎ 2 4 8 － 2 8 8 8
❹ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー ふ じ ひ ら  ☎ 2 4 6 － 1 1 8 1
❺ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 和 光  ☎ 2 7 2  －  8 4 0 5
❻ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー ア リ ス  ☎ 2 9 4  －  2 5 2 5
❼ 子 育 て 支 援 ひ ろ ば 　 あ お ぞ ら  ☎ 2 4 6  －  3 3 2 0

1 1 /  6  ㈪ 　 青 竜 第 二 　  ☎ 2 4 8  －  5 6 5 6
1 1 /  7  ㈫ 　 つ ば き    ☎ 2 4 8  －  1 1 5 5
1 1 /  8  ㈬ 　 ほ り う ち 　  ☎ 2 4 8  －  2 3 2 0
1 1 / 1 6  ㈭ 　 中 央    ☎ 2 4 8  －  0 2 4 0
1 1 / 2 1  ㈫ 　 エ ン ジ ェ ル  ☎ 2 4 8  －  2 8 8 8

未 就 園 児 親 子 で 遊 び に 来 て ね ♪

日  開 始 時 間  予 約 行 事 対 象  定 員 問 い 合 わ せ

1 5 ㈬ ～ 1 6 ㈭ 1 5: 0 0  －  ち ゅ う お う ク ラ フ ト 「 し ゅ わ し ゅ わ バ ス ボ ム を 作 ろ う ！ 」  小 学 生 －  ① 中 児

1 6  ㈭
1 0: 4 5  －  お は な し だ い す き 未 就 学 児 親 子  －  ② 押 児

1 3: 0 0  要  赤 ち ゃ ん 相 談 未 就 園 児 親 子  ８ 組  ❷ 支 は

1 7  ㈮

9: 0 0  要  お 楽 し み 製 作 　 参 加 費 / 1 0 0  円 未 就 園 児 親 子  ８ 組  ❹ 支 ふ

1 0: 0 0  －  育 児 講 座 「 離 乳 食 ・ 食 事 に つ い て 」 未 就 学 児 親 子  － ❺ 支 和

1 0: 3 0  要  お は な し の 会 未 就 園 児 親 子  ５ 組 ❻ 支 ア

1 1: 0 0  －  絵 本 と 紙 芝 居 未 就 学 児 親 子  －  ① 中 児

1 6: 0 0  要  わ く わ く 製 作 「 ペ ン ギ ン 貯 金 箱 製 作 」 小 学 生 1 0  人  ④ つ 児

2 0  ㈪  1 0: 0 0  要  作 っ て  H a p p y! 「 カ タ カ タ 車 」 未 就 園 児 親 子  ６ 組  ❸ 支 エ

2 1  ㈫

1 0: 0 0  －  プ チ お 話 し 会 未 就 園 児 親 子  ８ 組  ❷ 支 は

1 0: 0 0  要  な か よ し の 日 「 エ ア ー ラ イ ド 」 未 就 園 児 親 子  2 0  組  ❸ 支 エ

1 0: 3 0  要  親 子 で 遊 ぼ う ♪ 「 ボ ー ル プ ー ル 」 未 就 園 児 親 子  1 0  組  ④ つ 児

1 0: 3 0  要  ふ れ あ い 遊 び 未 就 園 児 親 子  1 0  組  ❶ 支 菅

2 2  ㈬  9: 0 0 / 1 0: 3 0  要  陶 芸 プ レ ー ト 作 り 　 参 加 費 / 2 0 0 0  円 未 就 園 児 親 子  各 ４ 組  ❷ 支 は

2 4  ㈮

9: 0 0  要  手 作 り カ レ ン ダ ー の 日 　 参 加 費 / 1 0 0  円 未 就 園 児 親 子  1 0  組  ❺ 支 和

1 0: 0 0  要  ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ ３ か 月 児 ～ ハ イ ハ イ 期 ５ 組  ❻ 支 ア

1 0: 3 0  要  ラ ラ ・ ム ジ カ ～ 親 子  D e  音 遊 び ～ 　 参 加 費 / 3 0 0  円 未 就 園 児 親 子  1 0  組  ④ つ 児

1 0: 3 0  要  誕 生 会 未 就 園 児 親 子  －  ❹ 支 ふ

1 6: 0 0  －  ト ラ ン ポ リ ン 小 学 生 以 上  －  ④ つ 児

2 5  ㈯  9: 3 0  要  大 根 ぬ き ＆ ラ ン チ 小 学 生 3 0  人  ③ ふ 児

2 7  ㈪  1 0: 3 0  要  ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ 　 参 加 費 / 5 0 0  円 ２ か 月 児 ～ ハ イ ハ イ 前 ７ 組  ❺ 支 和

2 8  ㈫

9: 3 0  －  ベ ビ ー デ ー ０ ・ １ 歳 児  －  ❼ 支 あ

1 0: 0 0  要  作 っ て  H a p p y! 「 カ タ カ タ 車 」 未 就 園 児 親 子  ６ 組  ❸ 支 エ

1 0: 3 0  要  ぴ よ ぴ よ ラ ン ド 未 就 園 児 親 子  ８ 組  ③ ふ 児

1 0: 3 0  要  子 育 て 講 座 「 子 育 て で 大 切 に し た い こ と 」 未 就 園 児 親 子  1 0  組  ❶ 支 菅

1 0: 3 0  要  誕 生 会 未 就 園 児 親 子  ８ 組  ❷ 支 は

2 9  ㈬

9: 0 0  要  手 作 り カ レ ン ダ ー の 日 　 参 加 費 / 1 0 0  円 未 就 園 児 親 子  1 0  組  ❺ 支 和

1 0: 0 0  要  手 形 ・ 足 型 ア ー ト 「 ク リ ス マ ス 」 未 就 園 児 親 子  ６ 組  ❸ 支 エ

1 0: 3 0  要  離 乳 食 講 座 保 護 者 1 0  組  ❶ 支 菅

3 0  ㈭

9: 3 0 / 1 0: 3 0  要  に こ に こ ベ ビ ー リ ト ミ ッ ク 　 参 加 費 / 5 0 0  円 ４ か 月 児 ～ ハ イ ハ イ 期 各 ５ 組  ❼ 支 あ

1 0: 4 5  －  お は な し だ い す き 未 就 学 児 親 子  －  ② 押 児

1 1: 0 0  －  ち び っ こ お 誕 生 会 未 就 学 児 親 子  －  ① 中 児

1 1: 0 0  －  ち び っ こ お 誕 生 会 未 就 学 児 親 子  －  ② 押 児

1 2 / 1  ㈮

随 時  ー  発 育 測 定 未 就 園 児 親 子  ー  ❹ 支 ふ

1 0: 0 0  要  手 形 ・ 足 型 ア ー ト 「 ク リ ス マ ス 」 未 就 園 児 親 子  ６ 組  ❸ 支 エ

9: 3 0  要 歯 の 話 　 ２ 日 前 ま で に 電 話 　 ☎  2 4 8- 6 2 1 0 未 就 園 児 親 子  2 0  組
ヴ ィ テ ン S M C

こ ど も 園

1 2 / 4  ㈪  随 時  ー  発 育 測 定 未 就 園 児 親 子  ー  ❹ 支 ふ

1 2 /  ４ ㈪ ～ ５ ㈫ 随 時  ー  寝 相 ア ー ト 未 就 園 児 親 子  ー  ❸ 支 エ

1 2 / 5  ㈫
1 0: 0 0  －  お し の ク ラ フ ト 「 ク リ ス マ ス サ ン キ ャ ッ チ ャ ー 」 未 就 学 児 親 子  －  ② 押 児

1 5: 0 0  －  お し の ク ラ フ ト 「 ク リ ス マ ス サ ン キ ャ ッ チ ャ ー 」 小 学 生 以 上  －  ② 押 児

★  時 間 は 各 施 設 の ホ ー ム ペ ー ジ な ど で 確 認 し て く だ さ い  



広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 2 2

※ 受 診 の 際 は 、 事 前 に 電 話 で 相 談 し て く だ さ い

 　 健 康 推 進 課 （ 保 健 セ ン タ ー 内 ） 　 ☎ 2 4 8 － 3 5 1 1 　 会 場: 保 健 セ ン タ ー

行 　 事 　 名 対 　 　 　 象 開 　 催 　 日 受 付 時 間

４ か 月 児 健 康 診 査
Ｒ ５.  ７ 月 後 半 生 ま れ 1 2  月 ７ 日 ㈭

対 象 者 に 送 付 す る お
知 ら せ で 日 程 ・ 受 付
時 間 な ど を 確 認 し て
く だ さ い 。

Ｒ ５.  ８ 月 前 半 生 ま れ 1 2  月  2 1  日 ㈭

1 0  か 月 児 相 談 Ｒ ５.  ２ 月 生 ま れ 1 2  月 ６ 日 ㈬ 、 2 2  日 ㈮

１ 歳  6  か 月 児 健 康 診 査 Ｒ ４.  ５ 月 生 ま れ 1 2  月 ５ 日 ㈫ 、 1 4  日 ㈭

３ 歳 ４ か 月 児 健 康 診 査 Ｒ ２.  ８ 月 生 ま れ 1 2  月  1 2  日 ㈫ 、 1 9  日 ㈫

７ か 月 児 オ ン ラ イ ン 離 乳 食 講 座 Ｒ ５.  ５ 月 生 ま れ 1 2  月  1 5  日 ㈮
参 加 で き る 方 の み 。 対 象 者 に は

個 別 で 案 内 を 送 付 し て い ま す 。

オ ン ラ イ ン 相 談
妊 娠 中 か ら 生 後 １ 歳 頃 ま で の 保 護 者 な ど を 対 象 に 実 施 し ま す 。

市 ホ ー ム ペ ー ジ を 見 て く だ さ い 。

プ レ パ パ マ マ ク ラ ス
妊 娠 ５ ～ ８ か 月 の 妊 婦 と

そ の 家 族
1 2 月 ８ 日 ㈮ 9 ： 3 0 ～ 1 1 ： 0 0 　 ※ 1 2 月 ５ 日 ㈫ ま で に 要 予 約

※ 詳 し い 参 加 条 件 は 市 ホ ー ム ペ ー ジ を 確 認

健 康 ・ 栄 養 相 談 市 民
1 2 月 1 3 日 ㈬ ① 9: 3 0  ② 1 0: 0 0  ③ 1 0: 3 0  ④ 1 1: 0 0 （ 1 5 分 程 度 ）

日  科  医 療 機 関 所 在 地 電 話 番 号

1 1月

1 2日 ㈰

内  は し も と 内 科 ク リ ニ ッ ク 上 林 四 丁 目  6 5 1- 1  2 2 7- 3 0 8 0

内  し お の や ク リ ニ ッ ク 白 山 市 湊 町 レ  3 3- 1  2 7 8- 3 3 5 5

内  織 田 内 科 ク リ ニ ッ ク
白 山 市 鶴 来 本 町 三 丁

目 ヲ  1 1
2 7 3- 9 1 0 0

外  の の い ち 白 山 醫 院 太 平 寺 四 丁 目  4 5  2 4 8- 2 1 5 1

外  聖 来 美 ク リ ニ ッ ク 白 山 市 井 関 町  1 1 5- 1  2 7 8- 7 0 7 0

小  南 ヶ 丘 病 院
西 部 中 央 土 地 区 画 整 理 事

業 施 行 地 区  5 6  街 区  1  番
2 5 6- 3 3 6 6

薬 ク ス リ の ア オ キ 北 安 田 南 薬 局
白 山 市 松 任 北 安 田 南 部 土 地 区

画 整 理 事 業 地 内  2 3  街 区  5 0  番
2 7 6- 2 7 8 1

1 1月

1 9日 ㈰

内  吉 光 内 科 医 院
西 部 中 央 土 地 区 画 整 理 事

業 施 行 地 区  2 1  街 区  1  番
2 4 8- 7 7 8 8

内 外 ち く だ 医 院 白 山 市 倉 光 六 丁 目  3 5  2 7 5- 6 3 4 1

外  舩 木 医 院 太 平 寺 四 丁 目  7 1  2 4 8- 6 6 8 6

外  下 崎 整 形 外 科 医 院 白 山 市 専 福 寺 町  1 5 8- 3 2 7 4- 5 0 0 0

小  浅 井 小 児 科 医 院 本 町 五 丁 目  2- 1 8  2 4 8- 3 3 1 1

薬  ク ス リ の ア オ キ 松 任 布 市 薬 局
白 山 市 布 市 一 丁 目

1 7 7- 1
2 2 5- 3 1 6 2

1 1月

2 3日 （ 木 ・ 祝 ）

内
だ い も ん 内 科 ・ 腎 透 析
ク リ ニ ッ ク

押 野 一 丁 目  4 0 0  2 9 4- 0 0 6 6

内  谷 内 科 歯 科 ク リ ニ ッ ク 白 山 市 新 田 町  8 6- 2  2 7 4- 3 3 5 1

内 外 長 尾 医 院
白 山 市 美 川 永 代 町 ソ

2 4 8
2 7 8- 2 1 5 6

外  か わ き た 整 形 外 科 醫 院 押 野 二 丁 目  8 8  2 4 6- 0 1 0 8

小  斉 藤 小 児 科 医 院 白 山 市 馬 場 二 丁 目  1 6  2 7 5- 3 1 1 0

薬  横 宮 町 あ お ば 薬 局 横 宮 町  6 7- 1  2 4 6- 8 2 1 7

診 療 時 間 　 9: 0 0 ～ 1 2: 0 0
［ 医 療 機 関 ・ 薬 局 に よ っ て 診 療 時 間 な ど が 変 更 し て い る 場 合 が あ り ま す 。 各 医 療 機 関 に 事 前 に 確 認 し て く だ さ い ］

※ 内 … 内 科 、 外 … 外 科 、 小 … 小 児 科 、 薬 … 薬 局

日  科  医 療 機 関 所 在 地 電 話 番 号

1 1月

2 6日 ㈰

内  と み た ク リ ニ ッ ク 粟 田 三 丁 目  5 5  2 4 6- 7 0 7 0

内  て ら し ま 内 科 ク リ ニ ッ ク 白 山 市 中 奥 町  9 1- 3  2 7 4- 8 6 6 6

内 外 福 留 ク リ ニ ッ ク 白 山 市 福 留 町  1 7 9- 1  2 7 7- 3 1 3 3

外  小 村 整 形 外 科 扇 が 丘  4 8 8 2 5 9- 5 6 5 6

外  新 村 病 院 白 山 市 月 橋 町  7 2 2- 1 2 2 7 3- 0 1 0 0

小  か わ い 小 児 科 医 院 白 山 市 安 田 町  5  2 7 5- 0 1 7 7

薬 福 留 町 あ お ぞ ら 薬 局 白 山 市 福 留 町  1 7 3- 1  2 7 7- 2 9 5 1

1 2月 ３ 日 ㈰

内  山 本 ク リ ニ ッ ク 新 庄 一 丁 目  2 7 3  2 4 6- 1 6 6 1

内  な か で ク リ ニ ッ ク 白 山 市 鹿 島 平  1 1- 6 0  2 7 8- 5 5 1 1

内 外 松 葉 外 科 胃 腸 科 ク リ ニ ッ ク 白 山 市 美 川 中 町 イ  1 6- 7 2 2 7 8- 6 0 6 5

外  津 山 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク 中 林 一 丁 目  6 4  街 区  1  番 2 5 9- 5 0 7 7

外 た だ な わ 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク 白 山 市 井 口 町 に  8 0- 1  2 7 2- 1 3 3 3

小  中 村 小 児 科 医 院 押 野 一 丁 目  1 2 8  2 9 4- 3 3 3 8

薬  太 平 寺 ら い ふ 薬 局 太 平 寺 四 丁 目  4 8 2 9 4- 3 3 8 8

※ ２ 日 前 ま で に 要 予 約 （ 予 約 が な い 場 合 は 受 け ら れ ま せ ん ）

◎ 金 沢 広 域 急 病 セ ン タ ー （ 金 沢 市 西 念 三 丁 目 4- 2 5 ☎ 2 2 2 － 0 0 9 9 ） は 年
中 無 休 （ 小 児 科 ・ 内 科 1 9: 3 0 ～ 2 3: 0 0 ） で 受 診 で き ま す

◎ 休 日 当 番 医 は 変 更 す る 場 合 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 、 新 聞 や 白 山 の の
い ち 医 師 会 ま た は 市 ホ ー ム ペ ー ジ で 確 認 し て く だ さ い

◎ 休 日 夜 間 の 救 急 指 定 病 院 の 問 い 合 わ せ に つ い て は 、 白 山 野 々 市 広 域
消 防 本 部 （ ☎ 2 7 6 － 1 1 1 9 ） ま た は 野 々 市 消 防 署 （ ☎ 2 4 8 － 9 1 1 9 ） ま
で



2 3 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号

ご 利 用 く だ さ いリ サ イ ク ル 情 報 ダ イ ヤ ル

☎ 2 2 7  ・  6 0 5 3

　 市 税 な ど の 納 付 は 、 市 指 定 金

融 機 関 お よ び ゆ う ち ょ 銀 行 の 口

座 振 替 （ 自 動 払 込 ） を 利 用 し て

く だ さ い 。 納 税 な ど に お 困 り の

人 は 相 談 く だ さ い 。

火 災 情 報 テ レ ホ ン サ ー ビ ス

野 々 市 市 ・ 白 山 市 　 ☎ 2 7 6 － 6 0 0 0

金 沢 市 　 ☎ 0 1 8 0 － 9 9 7 8 9 0

今 月 の 納 期 限

普 通 救 命 講 習

９ 月 の 事 故 災 害 状 況

1 0月

2 3日 現 在

『 譲 り ま す 』☆ 座 布 団 （ 布 ） ☆ パ ソ コ ンラ ッ ク ☆ ポ ー タ ブ ル ト イ レ☆ 座 卓 ☆ 電 動 ベ ッ ド ☆ ベ ッド ☆ 布 団 ☆ 自 転 車 ☆ 婚 礼 ダン ス （ 一 点 ） ☆ ソ フ ァ ☆ 雪見 障 子 ☆ ド レ ッ サ ー ☆ 広 口瓶 ☆ ベ ビ ー チ ェ ア ☆ ひ な 人形  （ ６ 段 ）  ☆ ホ ッ ト カ ー ペ ット ☆ 水 槽 （ 一 式 ） ☆ 礼 服『 譲 っ て く だ さ い 』☆ 市 立 保 育 園 体 操 服 ☆ 市 内小 学 校 制 服 ☆ 市 内 中 学 校 制服 ☆ 雪 か き 用 ス コ ッ プ ☆ 自転 車 ☆ 家 庭 用 小 型 耕 運 機 ☆三 味 線

日 時 　 1 2 月 1 7 日 ㈰ �9: 0 0 ～ 1 2: 0 0
定 員 　 3 0 人
場 所 　 白 山 野 々 市 広 域 消 防 本 部
　 　 　 （ 白 山 市 ）

��1 2 月 1 0 日 ㈰ ま で に 白 山 野 々 市

広 域 消 防 本 部 　 ☎ 2 7 6 － 9 4 8 3

（ 　 ） は 前 年 同 月 比

交 通

件 数 2 1 件 （ ＋ 9 ）

死 者 0 人 （ ± 0 ）

負 傷 者 2 2 人 （ ＋  1 0 ）

火 災 件 数 1 件 （ ± 0 ）

救 急 件 数 1 9 6 件 （ ＋ 2 ）

保 育 料 1 1 月 2 7 日

市 ・ 県  民  税

1 1 月 3 0 日

国 民 健 康 保 険 税

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

介 護 保 険 料

上 ・ 下 水 道 料

　 健 康 推 進 課 （ 保 健 セ ン タ ー 内 ） 　 ☎ 2 4 8 － 3 5 1 1

▼ 乳 幼 児 突 然 死 症 候 群 （ Ｓ

シＩ Ｄ

ズＳ ） と

は ？　
元 気 だ っ た 赤 ち ゃ ん が 、 窒 息 な ど

の 事 故 で は な く 、 眠 っ て い る 間 に 突然 な ん の 前 ぶ れ も な く 亡 く な っ て しま う 病 気 を 、 乳 幼 児 突 然 死 症 候 群 （ ＳＩ Ｄ Ｓ ） と い い ま す 。 令 和 元 年 に は全 国 で

7 8人 の 乳 幼 児 が Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ で 亡

く な っ て お り 、 乳 幼 児 期 の 死 亡 原 因の 第 ４ 位 と な っ て い ま す 。▼ 発 症 リ ス ク を 低 く す る ３ つ の ポ イン ト と は ？① １ 歳 に な る ま で 、 寝 か し つ け る 時は あ お む け に 寝 か せ ま し ょ う　
Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ は 、 う つ ぶ せ 、 あ お む け の

ど ち ら で も 発 症 し ま す 。 し か し 、 うつ ぶ せ に 寝 か せ た と き の 方 が Ｓ Ｉ ＤＳ の 発 生 率 が 高 い こ と が 分 か っ て いま す 。 医 学 上 の 理 由 で う つ ぶ せ 寝 を勧 め ら れ て い る 場 合 以 外 は 、 あ お む

け で 寝 か せ ま し ょ う 。 た だ し 、 寝 返り が で き る よ う に な っ た 赤 ち ゃ ん が 、寝 て い る 間 に う つ ぶ せ に な っ て も 、 あお む け に 戻 す 必 要 は あ り ま せ ん 。　
ま た 、 窒 息 を 防 ぐ た め に も 赤 ち ゃ

ん の 周 囲 に 柔 ら か な 寝 具 を 置 か な いよ う に し ま し ょ う 。 長時 間 赤 ち ゃ ん を １ 人 にせ ず 、 同 じ 部 屋 で 寝 るよ う に し ま し ょ う 。② で き る だ け 母 乳 で 育 て ま し ょ う　
母 乳 で 育 て ら れ て い る 赤 ち ゃ ん の

ほ う が Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ の 発 生 率 が 低 い こ とが 分 か っ て い ま す 。 母 乳 が 出 る 場 合は で き る だ け 母 乳 で 育 て ま し ょ う 。③ 周 り の 大 人 は た ば こ を や め ま し ょ う　
子 ど も の 受 動 喫 煙 は Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ や 呼

吸 器 症 状 な ど の 健 康 被 害 を 招 き ま す 。親 自 身 の 喫 煙 は も ち ろ ん 、 周 囲 の 人

も 妊 産 婦 や 赤 ち ゃ ん の そ ば で の 喫 煙は や め ま し ょ う 。　
ま た 、 妊 娠 中 の 喫 煙 は お な か の 赤

ち ゃ ん の 体 重 が 増 え に く く な っ た り 、出 生 後 呼 吸 機 能 が 低 下 す る こ と に より 、 気 道 の 病 気 に か か り や す く な っ たり す る と い わ れ て い ま す 。 妊 娠 し て いる こ と が 分 か っ た ら 禁 煙 し ま し ょ う 。　
Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ の 予 防 方 法 は 確 立 し て い

ま せ ん が 、 こ の ３ つ の ポ イ ン ト を 守 るこ と に よ り 、 Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ の 発 生 率 が 低 くな る と い う デ ー タ が あ り ま す 。 冬 期 にＳ Ｉ Ｄ Ｓ が 発 症 し や す い 傾 向 が あ るた め 、 こ れ か ら の 寒 く な る 時 期 に は より 注 意 が 必 要 で す 。 こ れ ら を 踏 ま え 、厚 生 労 働 省 は

1 1月 を Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ 対 策 強

化 月 間 と 定 め て い ま す 。 積 極 的 に リス ク 軽 減 に 努 め ま し ょ う 。

乳 幼 児 突 然 死 症 候 群 （ S I D S ） を 防 ご う ！

利 用 方 法 は
こ ち ら

※ す べ て 無 料



広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 2 4

収 　 　 集 　 　 地 　 　 区

7: 3 0  ま で 7: 0 0  ま で

燃 え な い ご み 燃 え る 粗 大 ご み 容 器 包 装
プ ラ ス チ ッ ク 一 般 ご み

あ き か ん ・ あ き び ん ペ  ッ ト  ボ ト  ル

本 町 １ ・ ２ ・ ５ ・ ６ 丁 目 、 若 松 町 、 横 宮 町 、

三 納 、 位 川 、 太 平 寺 、 稲 荷 、 堀 内 、 押 野 、 押 越
6 日 ㈬  2 0 日 ㈬

6 日 ㈬
2 0 日 ㈬

月 ・ 木

高 橋 町 、 扇 が 丘 、 住 吉 町 、 菅 原 町 、 菅 原 団 地 1 3 日 ㈬  2 7 日 ㈬
1 3 日 ㈬
2 7 日 ㈬

本 町 ３ ・ ４ 丁 目 、 白 山 町 、 下 林 、 粟 田 、 矢 作 、

藤 平 田
6 日 ㈬  2 0 日 ㈬

6 日 ㈬
2 0 日 ㈬

火 ・ 金
中 林 、 上 林 、 新 庄 、 藤 平 、 清 金 、 末 松 、 田 尻 町 、

三 日 市 、 二 日 市 、 徳 用 、 郷 、 蓮 花 寺 町 、 柳 町 、 長 池 、

野 代 、 あ す な ろ 団 地 、 御 経 塚
1 3 日 ㈬  2 7 日 ㈬

1 3 日 ㈬
2 7 日 ㈬

 　 市 民 生 活 課 　 ☎ 2 2 7 － 6 0 5 2

「 市 か ら 依 頼 さ れ た 」 と い っ た 事 業 者 に 注 意 ！

市 民 な ん で も
相 談 （ 面 接 相 談 ）

日 時

場 所

相 談 員

電 話

1 1  月 ７ 日 ㈫ 　 1 3: 0 0 ～ 1 5: 0 0

市 役 所 　 1 0 1  会 議 室

人 権 擁 護 委 員 、 行 政 相 談 委 員

☎  2 2 7 － 6 0 4 0 （ 市 民 協 働 課 ）

女 性 の た め の
無 料 法 律 相 談

日 時

場 所

電 話

1 1  月  2 4  日 ㈮ 　 1 3: 0 0 ～ 1 5: 0 0 　 ※ 要 予 約

※  1 1  月  1 3  日 ㈪  8: 3 0  受 付 開 始

市 役 所 　 1 0 1  会 議 室

☎  2 2 7 － 6 0 4 0 （ 市 民 協 働 課 ）

消 費 生 活 相 談

日 時

場 所

相 談 員

電 話

1 1  月  1 0  日 ㈮ 　 1 1: 3 0 ～ 1 2: 0 0 　

老 人 福 祉 セ ン タ ー 椿 荘

市 消 費 生 活 相 談 員 　 ※ 予 約 不 要 、 関 係 書 類 持 参

※ 平 日 8: 3 0 ～ 1 7: 1 5 は 市 役 所 で 随 時 受 け 付 け

☎  2 2 7 － 6 0 5 4 （ 市 消 費 生 活 セ ン タ ー ）

許 認 可 手 続 き ・
相 続 遺 言 相 談

日 時

場 所

相 談 員

電 話

1 1  月  1 7  日 ㈮ 　 1 3: 0 0 ～ 1 6: 0 0 　

市 役 所 　 1 0 1  会 議 室 　

県 行 政 書 士 会 会 員 　 ※ 前 日 正 午 ま で に 予 約

☎  2 2 7 － 6 0 4 0 （ 市 民 協 働 課 ）

子 育 て
テ レ ホ ン 相 談

日 時

内 容

電 話

平 日 　 9: 0 0 ～ 1 6: 0 0

5  歳 児 ま で の 子 育 て に 関 す る こ と

各 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 、 各 保 育 園 ま で

こ こ ろ の 健 康
相 談

日 時

場 所

電 話

第  1 ～ ４ 水 曜 日 　 1 4: 0 0 ～ 1 6: 0 0

石 川 中 央 保 健 福 祉 セ ン タ ー （ 白 山 市 ）

☎  2 7 5 － 2 2 5 0 　 ※ 前 日 ま で に 要 予 約

ふ れ あ い 相 談

日 時

内 容

場 所

電 話

平 日 　 9: 0 0 ～ 1 7: 0 0 （ 相 談 員 ・ 指 導 員 ）

※ 月 曜 ��9: 0 0 ～ 1 2: 0 0 　 金 曜 ��1 4: 0 0 ～

1 7: 0 0 （ 臨 床 心 理 士 ） 　 ※ 要 予 約

小 中 学 生 の 不 登 校 ・ 子 育 て な ど

市 教 育 セ ン タ ー

☎  2 4 8 － 8 4 5 6

発 達 相 談

日 時

場 所

電 話

電 話 　 平 日 　 　 9: 0 0 ～ 1 6: 0 0

面 談 　 火 曜 日 　 9: 0 0 ～ 1 2: 0 0, 1 3: 3 0 ～ 1 7: 0 0

　 　 　 木 曜 日 　 1 3: 3 0 ～ 1 7: 0 0

　 　 　 �※ 面 談 は 要 予 約

市 発 達 相 談 セ ン タ ー

☎  2 4 8 － 1 3 3 3

い じ め ・
ト ラ ブ ル 相 談

日 時

場 所

電 話

平 日 　 9: 0 0 ～ 1 7: 0 0

市 役 所 　 ３ 階 　 少 年 育 成 セ ン タ ー

☎  2 9 4 － 8 8 1 5

野 々 市 子 供 相 談
ダ イ ヤ ル ・ 体 罰
1 1 0  番

日 時

内 容

電 話

平 日 　 9: 0 0 ～ 1 7: 0 0

小 中 学 生 の た め の 電 話 相 談

☎  2 4 6 － 7 8 3 0

マ イ ナ ン バ ー
カ ー ド 休 日 窓 口

日 時

場 所

電 話

1 1 月 2 6 日 ㈰ 　 9: 0 0 ～ 1 3: 0 0

市 民 生 活 課 　 ※ 前 日 （ 開 庁 日 ） ま で に 要 予 約

☎  2 2 7 － 6 0 4 6 （ 市 民 生 活 課 ）

就 労 相 談
日 時

場 所

電 話

1 1 月 ９ 日 ㈭ 　 1 4: 0 0  か ら 　 ※ 要 予 約

市 役 所 　 3 0 1  会 議 室

☎  2 3 5  －  3 0 6 0 （ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン 石 川 ）

参 考 　 (  独 )  国 民 生 活 セ ン タ ー 「 見 守 り 新 鮮 情 報 第 ４ ０ ６ 号 」

相 談 窓 口 　 市 消 費 生 活 セ ン タ ー （ 市 民 協 働 課 内 ）  ☎ 2 2 7  －  6 0 5 4

　 　 　 　 　 　 県 消 費 生 活 支 援 セ ン タ ー      ☎ 2 5 5  －  2 1 2 0

　 「 市 役 所 か ら 依 頼 さ れ 事 業 を 行 っ て い る 」 「 困 っ て い る 人 に 不 用 品 を 寄 附 し て ほ し い 」 と 電 話 で 訪 問 を

予 約 す る 、 不 用 品 買 い 取 り 業 者 の 相 談 が 寄 せ ら れ て い ま す 。

【 ひ と こ と ア ド バ イ ス 】

1. 　� 買 い 取 り 事 業 者 が 、 事 前 に 買 い 取 り を 承 諾 し て い な い 物 品 を 突 然 売 る よ う に 要 求 し た り 、 消 費 者 の 自 宅 に 突 然 訪

問 し て 勧 誘 し た り す る こ と は 禁 止 さ れ て い ま す 。 売 る つ も り の な い 貴 金 属 な ど の 売 却 を 迫 ら れ て も 、 物 品 を 見 せ

ず 、 き っ ぱ り 断 り ま し ょ う

2. 　� 必 ず 契 約 書 を 受 け 取 り 、 す ぐ に 物 品 の 種 類 、 買 い 取 り 価 格 、 買 い 取 り 業 者 の 名 称 、 連 絡 先 な ど を 確 認 し ま し ょ う

3. 　� 買 い 取 り 業 者 の 訪 問 を 受 け る 場 合 は 、 で き る だ け １ 人 で 対 応 せ ず 、 信 頼 で き る 人 に 同 席 し て も ら い ま し ょ う

4. 　 ク ー リ ン グ ・ オ フ が で き る 場 合 が あ り ま す 。 困 っ た と き は 消 費 生 活 セ ン タ ー に 相 談 し て く だ さ い



表 彰小 松

　
靖 典 氏 （ 菅 原 町 ）

　
市 代 表 監 査 委

員 と し て 、 多 年に わ た り 地 方 行政 の 発 展 に 貢 献を さ れ た 。

視 聴 覚 教 育 ・ 情 報 教 育 功 労 者 表 彰中 野

　
淳 子 氏 （ 野 々 市 小 学 校 校 長 ）

　
多 年 に わ た り

視 聴 覚 教 育 ・ 情報 教 育 の 振 興 に尽 力 さ れ た 。

ご 寄 附

あ り が と う ご ざ い ま し た

■ ふ る さ と 納 税▽
市 外 の 方 か ら

�

1８ ９ ０ 件

　
３ ６ １ ９ 万 ８ 千 円

▽
匿 名 の 方 か ら

�

　 　

２ 万 円

■ 企 業 版 ふ る さ と 納 税�

１ 件

　 　 　 　 　 　

5 0万 円

■ 市 社 会 福 祉 協 議 会 へ▽
匿 名 の 方 か ら

�

２ 万 ５ 千 円

全 国 都 市 監 査 委 員 会 表 彰

P I C K U PP I C K U P
市 民 体 育 館 の ト ラ ン ポ リ ン を 更 新

　(  独 )  日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー の ス

ポ ー ツ 振 興 く じ 助 成 を 受 け 、 市 民 体 育 館

の ト ラ ン ポ リ ン ２ 台 を 更 新 し ま し た 。 ト

ラ ン ポ リ ン は 市 ス ポ ー ツ 少 年 団 の ク ラ ブ

な ど に 利 用 さ れ て お り 、 今 後 は ト ラ ン ポ

リ ン 競 技 の 更 な る 普 及 と 競 技 力 の 向 上 が

期 待 さ れ ま す 。

入 札 結 果

１ ０ ０ ０ 万 円 以 上 （ 税 抜 き ）

９ 月 分 入 札

■

� Ｒ ５ ‐

2 9　
第 五 次 拡 張 事 業

　
南 部

配 水 区 配 水 管 布 設 工 事

　
郷 町 工 区

予 定 価 格

　
１ ３ ４ ５ 万 円

落 札 価 格

　
１ ２ １ ８ 万 円

落 札 者

　

� 川 畑 工 業 所

■

� Ｒ ５ ‐

3 0　
南 部 配 水 区 枝 線 配 水 管

更 新 （ 耐 震 化 ） 工 事

　
新 庄 １ 工 区

予 定 価 格

　
１ ６ ５ ７ 万 円

落 札 価 格

　
１ ５ ３ ０ 万 円

落 札 者

　

� ふ じ ま さ

■

�� Ｒ ５ ‐

3 3　
南 部 配 水 区 幹 線 配 水 管

更 新 （ 耐 震 化 ） 工 事

　
堀 内 工 区

予 定 価 格

　
１ ９ ４ ５ 万 円

落 札 価 格

　
１ ７ ８ ０ 万 円

落 札 者

　

� 中 部 産 業 ㈱

■

� 野 々 市 中 央 公 園 拡 張 整 備 事 業

　
郷

用 水 振 替 工 事 実 施 設 計 業 務
予 定 価 格

　
１ ２ １ ６ 万 円

落 札 価 格

　
１ １ ５ ０ 万 円

落 札 者

　

� Ｎ ｉ Ｘ

　
Ｊ Ａ Ｐ Ａ Ｎ ㈱

■

� Ｒ
５ ‐

2 5　
南 部 配 水 区 幹 線 配 水 管

更 新 （ 耐 震 化 ） 工 事

　
新 庄 ３ 工 区

予 定 価 格

　
３ １ ９ ２ 万 円

落 札 価 格

　
２ ９ ６ ５ 万 円

落 札 者

　
㈱ 橋 設 備 工 業

■

� Ｒ
５ ‐

3 1　
南 部 配 水 区 枝 線 配 水 管

更 新 （ 耐 震 化 ） 工 事

　
新 庄 ２ 工 区

予 定 価 格

　
３ ２ ９ ３ 万 円

落 札 価 格

　
３ ０ ８ ９ 万 円

落 札 者

　
山 﨑 商 事 ㈱

■

� 野 々 市 市 ス ポ ー ツ ラ ン ド テ ニ スコ ー ト 人 工 芝 生 化 改 設 事 業
予 定 価 格

　
４ ０ １ ２ 万 円

落 札 価 格

　
３ ８ ８ ０ 万 円

落 札 者

　
沢 田 工 業 ㈱

市 教 育 委 員 会▽
教 育 委 員 会 委 員

　
松 本

　
哲 幸 氏 が 再 任 さ れ ま し た 。

（ 任 期 ： 令 和 ５ 年

1 0月 １ 日 ～ 令 和 ９

年 ９ 月

3 0日 ）

広 告 欄
ハ ウ ス ク リ ー ニ ン グ 草 刈 り

荷 物 運 搬

不 用 品 処 分 簡 単 な 電 気 工 事

防  犯  カ メ ラ 設  置

な ど な ど … 。 お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い ！

く ら し  の  中  の  お  困  り ご  と  は  、

ま  で ！

三 谷 サ ー ビ ス エ ン ジ ン
石 川 県 野 々 市 市 御 経 塚 3 丁 目 4 7 番 地 T E L. 0 7 6 - 2 1 4 - 3 3 1 1

文 部 科 学 大 臣 表 彰

2 52 5 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号



広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号 　 2 62 6

広 告 欄

T o pi c s
ト ピ ッ ク ス 市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ i n 太 平 寺 カ フ ェ市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ i n 太 平 寺 カ フ ェ

　 中 央 公 民 館 　 ☎  2 4 8  －  0 5 2 1　 中 央 公 民 館 　 ☎  2 4 8  －  0 5 2 1

　 1 0  月 ２ 日 ㈪ 、 太 平 寺 会 館 で 「 市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ i n  太 平 寺 カ フ ェ 」 が 開

催 さ れ 、 太 平 寺 町 内 会 か ら  3 6  人 が 参 加 し ま し た 。 「 市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ 」 と は 、

市 長 が 町 内 会 の 会 合 な ど を 訪 ね 、 ま ち づ く り の 現 状 や 課 題 に つ い て 説 明 、 市 民 の 皆

さ ん と 意 見 交 換 を 行 う 懇 談 会 で す 。

　 今 回 、 太 平 寺 町 内 会 か ら 出 さ れ た お 題 は 「 令 和 ５ 年 度 の 市 の 重 点 施 策 と 今 後 の 方

針 」 。 市 長 は 、 「 子 育 て 支 援 施 策 の 充 実 」 な ど ４ つ の 重 点 施 策 と 具 体 的 な 取 り 組 み に

つ い て 紹 介 し ま し た 。 ま た 、 参 加 者 か ら は 、 「 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 」 な ど に つ い て の

提 案 も あ り 、 充 実 し た 会 に な り ま し た 。

コ ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジ

市 政 ふ れ あ い ミ ー テ ィ ン グ

の 開 催 を 希 望 す る 場 合 は 、

申 し 込 み が 必 要 で す 。

詳 細 は 市 ホ ー ム
ペ ー ジ を 見 て く
だ さ い 　 ▶ ▶ ▶

　 1 8  歳 以 上 の 市 内 在 住 、 在 勤 、 通 学 者 を 対 象 に 行 わ れ て い る 「 コ

ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジ 」 は 、 現 代 社 会 の 課 題 や 地 域 の 歴 史 、 健 康 分

野 な ど 、 幅 広 い テ ー マ を 扱 う 分 か り や す い 内 容 の 教 養 講 座 で す 。

昼 の 部 、 夜 の 部 に 分 か れ て お り 、 ラ イ フ ス タ イ ル に 合 わ せ て 選 択

で き ま す 。

　 市 内 ・ 近 隣 の 大 学 の 先 生 を 中 心 に 、 講 師 は さ ま ざ ま な 分 野 で 活

躍 し て い る 人 た ち で 、 今 年 度 は 石 川 県 立 大 学 准 教 授 の 大 谷 基 泰 氏

に よ る サ ツ マ イ モ の ハ チ ミ ツ に 関 す る 講 座 な ど を 開 催 し ま し た 。

　 今 年 度 は 、 「 宅 配 が 変 わ る ！ ド ロ ー ン が 切 り 拓 く 未 来 」 な ど    

こ れ か ら も 面 白 い テ ー マ が 用 意 さ れ て い ま す 。 自 己 研 鑽 や 生 涯 学

習 に 、 ぜ ひ 公 民 館 の 講 座 を 役 立 て て く だ さ い 。 お 待 ち し て い ま す 。



2 72 7 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号

D r e a m

ぼ く の
わ た し の 夢

塾 の 先 生

に な り た い

加 藤

  颯 大

さ ん

　 　

菅 原 小 学 校 ３ 年 生

科 学 者

に な り た い

加 藤

  楓 乃 音

さ ん

　
菅 原 小 学 校 ２ 年 生

K a g a y a k u
Hi t o mi

か が や く 瞳

　 富 奥 保 育 園 の 園 庭 に は 、 市 花 木 「 ツ バ キ 」 が た く さ ん
植 え ら れ て い ま す 。 晩 冬 か ら 早 春 に か け て 、 子 ど も た ち
は 色 と り ど り に 美 し く 咲 い た 花 を 眺 め た り 、 散 っ た 花 や
花 び ら を 集 め て お ま ま ご と に 利 用 し た り と 楽 し み 親 し ん
で き ま し た 。
　 ツ バ キ は 先 人 が 「 椿 十 徳 （ ※ ） 」 で た た え て い る よ う に 、
無 駄 な と こ ろ が 少 し も な い 木 で す 。 鑑 賞 す る だ け で は な
く 、 い ろ い ろ な 事 に 活 用 で き る こ と を 子 ど も た ち に 知 っ
て 欲 し い と 願 い 、 今 年 度 は ツ バ キ の ハ ン ド ク リ ー ム 作 り
に 挑 戦 ！
　 市 民 活 動 セ ン タ ー 登 録 団 体 「 e  － や ん 」 で 活 動 さ れ て い
る 園 児 の お ば あ ち ゃ ん や 仲 間 の 人 た ち に 協 力 い た だ き 、 年
長 た い よ う 組 が ツ バ キ の 実 の 採 取 を 行 い ま し た 。 自 分 の 身
長 よ り も 高 い 木 の 下 か ら 青 々 と 茂 っ た 葉 っ ぱ に 隠 れ る よ
う に つ い て い る 実 を じ っ と 目 を 凝 ら し て 探 す 子 ど も た ち 。

「 あ ！ そ こ に あ る ！ で も 届 か ん 」 の 声 に 優 し く 抱 っ こ し て
く れ る お ば あ ち ゃ ん 。 教 わ っ た 通 り に 実 を ぐ る っ と ひ ね
り 、 「 や っ た ～ ！ 」 と 大 喜 び し な が ら 、 な ん と ！  1 3 0  個 も
の 実 を 収 穫 す る こ と が で き ま し た 。 実 を 乾 燥 さ せ る た め 、
保 育 室 に 置 い て お く と 、 ２ 日 ほ ど し て 外 皮 が め く れ 中 か
ら 黒 い 種 が 出 現 。 「 わ ぁ ！ こ ん な と こ ろ に 種 入 っ と っ た ん
や 」 と 驚 き を 隠 せ な い 様 子 で し た 。
　 こ の 広 報 紙 が 皆 さ ん の 手 元 に 届 く こ ろ に は 、 「 富 奥 限 定
特 製 ハ ン ド ク リ ー ム 」 が 完 成 し て い る こ と で し ょ う 。 地
域 の 温 か い ま な ざ し に 見 守 ら れ な が ら 、 郷 土 愛 に あ ふ れ
た 「 の の い ち 大 好 き ♡ 富 奥 っ こ 」 が た く さ ん 増 え る と い
い な ぁ ～ と 思 っ て い ま す 。
※ 「 椿 十 徳 」 …  ツ バ キ に は 不 老 、 公 徳 、 相 互 一 致 、 謙 遜 、

清 浄 、 矜 持 、 常 緑 不 変 、 操 節 、 奉 仕 、 厚
生 と い う 十 の 徳 が あ る

I L O V E 野 々 市 ♡ プ ロ ジ ェ ク ト

富 奥 保 育 園

小 学 生 の 夢 を小 学 生 の 夢 を
募 集 し て い ま す ！募 集 し て い ま す ！

申 し 込 み は
二 次 元 コ ー ド か ら ��▶

広 告 募 集 中
１  　  枠  ： 5. 6 ㎝ × 5. 6 ㎝

掲  載  料  ： 月 額 ２ 万 円 （ 税 込 ）

※ ６ カ 月 連 続 掲 載 で 1 0 万 円

（ １ カ 月 無 料 ）

入 稿 方 法 ： 完 成 原 稿

問 い 合 わ せ

市 民 協 働 課 （ ☎ 2 2 7 − 6 0 5 6  ）

　 今 月 の 表 紙 は 「 第  4 1  回 野 々 市 じ ょ ん か

ら の 里 マ ラ ソ ン 大 会 」 で 撮 影 し た 「 一 般 の

部 ５ キ ロ 」 の ス タ ー ト 場 面 で す 。 秋 晴 れ の

中 、 沿 道 か ら の 声 援 を 受 け 、 ラ ン ナ ー た ち

は 颯 爽 と 市 内 を 駆 け 巡 り ま し た 。 マ ラ ソ ン

大 会 の 様 子 は 、 表 紙 か ら ３ ペ ー ジ ま で に 掲

載 し て い る 他 、 市 ホ ー ム ペ ー ジ で も 紹 介 し

て い ま す の で 、 ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。

今 月 の

表 紙

広 報 写 真 ア ル バ ム広 報 写 真 ア ル バ ム

二 次 元 コ ー ド二 次 元 コ ー ド
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ま ち の 話 題

皆 さ ん の 周 り の 楽 し い 話 題 や イ ベ ン ト な ど の
情 報 を 教 え て く だ さ い 。
市 民 協 働 課 （ ☎  2 2 7 − 6 0 5 6  ）

市 役 所 が お ま つ り ム ー ド に 様 変 わ り ！
カ メ リ ア ま つ り

　 市 役 所 と あ ら み や 公 園 を 会 場 に 、 今 回 で  1 4  回 目 を

数 え る カ メ リ ア ま つ り が ９ 月  1 6  日 ㈯ に 開 催 さ れ ま し

た 。 市 役 所 ロ ビ ー で バ イ オ リ ン 演 奏 が 披 露 さ れ た ほ か 、

中 庭 で は ロ ッ ク や ス カ の 演 奏 に 加 え て 今 回 初 め て 楽 器

体 験 を 実 施 。 初 め て 触 る ギ タ ー や ド ラ ム な ど か ら 出 る

大 き な 音 に 、 子 ど も も 大 人 も び っ く り 。 ま た 、 ホ ー ル

椿 で は  e  ス ポ ー ツ 体 験 や 世 界 の 遊 び 体 験 、 市 民 活 動 団

体 に よ る 体 験 や ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど が 数 多 く 並 び 、 会

場 全 体 が 遊 ん で 学 べ る 交 流 の 場 と な っ て い ま し た 。

狙 い を 定 め て 、 全 集 中 ！
第  4 4  回 郷 地 区 運 動 会 （ ペ タ ン ク 大 会 ）

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 開 催 が で き な

か っ た 地 区 運 動 会 が 、 ４ 年 ぶ り に  1 0  月 １ 日 ㈰

に 開 催 さ れ ま し た 。 天 候 不 良 の た め 、 本 町 地 区 、

富 奥 地 区 、 押 野 地 区 は 中 止 と な り ま し た が 、 郷

地 区 の み 「 ペ タ ン ク 大 会 」 を 実 施 し 、 会 場 の 市

民 体 育 館 は 参 加 者 約  4 0 0  人 の 熱 気 で 包 ま れ ま

し た 。 ペ タ ン ク は １ つ の 標 的 に 向 か っ て ボ ー ル

を 投 げ 合 い 、 ど ち ら の チ ー ム が よ り 近 づ け る か

を 競 い 合 い あ う ゲ ー ム で す 。 老 若 男 女 問 わ ず １

チ ー ム ３ ～ ４ 人 で 編 成 し 交 流 を 深 め ま し た 。 子

ど も か ら お 年 寄 り ま で 、 勝 っ て も 負 け て も 、 た

く さ ん の 笑 顔 で あ ふ れ る 和 や か な 大 会 に な り ま

し た 。

　 大 会 の 結 果 は 次 の と お り で す 。

　 ・ 優 　 勝 ：  堀 内

　 ・ 準 優 勝 ：  郷 ・ 柳 町

　 ・ 第 ３ 位 ：  堀 内 新 ・ 三 日 市 ・ 三 日 市 新

あ ら み や 公 園 で は 、 絵 具 入 り カ プ セ ル を 投 げ つ け て ア ー ト 体 験 。



2 92 9 　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号　 広 報 野 々 市 　 2 0 2 3 ． 1 1 月 号

市 民 協 働 で 憩 い の 場 を 守 る
ア ダ プ ト プ ロ グ ラ ム 調 印 式

　 ９ 月  2 6  日 ㈫ 、 野 々 市 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ と 市 と の 公

共 施 設 管 理 ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 （ ア ダ プ ト プ ロ グ ラ ム ）

事 業 調 印 式 が 行 わ れ ま し た 。 ア ダ プ ト プ ロ グ ラ ム は 住

民 と 行 政 が 協 働 で 環 境 の 保 全 を 図 る も の で 、 市 で は 平

成  1 4  年 度 よ り 導 入 さ れ て い ま す 。 野 々 市 南 部 公 園 の

里 親 と な っ た 野 々 市 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ は 、 今 後 公 園 の

特 徴 で あ る 水 路 を は じ め と し た 公 園 清 掃 を 年 ２ 回 行 い

ま す 。 市 長 は 、 「 常 に き れ い で 市 民 に 親 し ま れ る 公 園 に

な っ て い く と う れ し い 」 と 期 待 の 言 葉 を 述 べ ま し た 。

こ れ か ら の 健 康 を 願 っ て
市 敬 老 福 祉 金 の 贈 呈

　 市 で は 、 長 寿 を 祝 福 し 、 米 寿 （ 8 8  歳 ） を 迎 え た 人 お

よ び  1 0 0  歳 以 上 の 市 民 の 皆 さ ん へ 敬 老 福 祉 金 を 贈 呈 し

て い ま す 。 ９ 月  1 9  日 ㈫ に は 、 米 寿 を 代 表 し て 上 林 四

丁 目 の 本 城 邦 三 さ ん 宅 を 粟 市 長 が 訪 問 。 「 こ れ か ら も 元

気 で ご 活 躍 く だ さ い 」 と 祝 福 の メ ッ セ ー ジ を 贈 り 、 敬

老 福 祉 金 と 花 束 を 手 渡 し ま し た 。 ゴ ル フ と ス キ ー が 趣

味 で 、 現 在 も 会 社 役 員 を 務 め る 本 城 さ ん は 「 年 を 取 る

と 運 動 し 過 ぎ て も だ め 。 食 べ 物 は 腹 八 分 と 言 い ま す が 、

運 動 も 腹 八 分 が 大 切 で す 」 と 元 気 の 秘
ひ け つ

訣 を 語 り ま し た 。市 内 で は 1 4 6 人 が 米 寿 を 迎 え ま し た 。 （ ９ 月 １ 日 現 在 ）

4 6 番 目 の ア ダ プ ト プ ロ グ ラ ム 参 加 団 体 と な り ま し た 。

こ ろ ん と 華 や か な 野 々 市 の 味
野 々 市 特 産 品 マ カ ロ ン 完 成 報 告

　 1 0  月  1 0  日 ㈫ 、 市 内 菓 子 店 サ ン ニ コ ラ の 職 人 藤 田 雅 秋

氏 と 市 観 光 物 産 協 会 の 魚 住 理 事 長 が 粟 市 長 に 、 野 々 市 の

特 産 品 を 使 っ た マ カ ロ ン の 完 成 を 報 告 し ま し た 。 1 1  月 に

開 催 さ れ る I K E R U N O N OI C HI 2 0 2 3  に 向 け 、 チ ョ コ レ ー

ト を 手 が け た 藤 田 氏 。 野 々 市 の 味 を よ り 生 か し た い と 、

マ カ ロ ン を 考 案 し ま し た 。 心 と き め く 鮮 や か な ３ 種 類 の

マ カ ロ ン に は 、 そ れ ぞ れ キ ウ イ ビ ネ ガ ー 、 猩 々 の 酒 か す 、

椿 の 花 び ら ジ ャ ム が 使 わ れ て い ま す 。 粟 市 長 は 、 「 新 た

な 特 産 品 と な る と 嬉 し い 」 と 期 待 の 言 葉 を 述 べ ま し た 。マ カ ロ ン は 1 1 月 上 旬 か ら １ の １ N O N OI C HI で 販 売 さ れ ま す 。

秋 空 の も と  威 勢 良 く
本 町 地 区 秋 ま つ り

　 1 0  月  1 4  日 ㈯ に 本 町 地 区 ・ 布 市 神 社 の 秋 ま つ り が 行

わ れ ま し た 。 二 丁 目 か ら は 豊 年 野 菜 神 輿 、 四 丁 目 か ら は

獅 子 舞 が 巡 行 。 野 菜 神 輿 で は 、 担 ぎ 手 が 「 ワ ッ シ ョ イ 」

と 威 勢 の 良 い 掛 け 声 を 秋 空 に 響 か せ 、 住 民 を 楽 し ま せ ま

し た 。 四 丁 目 の 獅 子 舞 で は 、 『 棒 振 り 』 と し て 初 め て 女

子 が 参 加 し 、 な ぎ な た を 手 に 「 ヨ イ ヤ ー ！ 」 と 華 麗 に 舞

い ま し た 。 対 す る 『 頭 も ち 』 も 真 剣 な 表 情 で 獅 子 を 構 え 、

熱 い 演 舞 を 繰 り 広 げ ま し た 。 午 後 に は 獅 子 舞 と 野 菜 神 輿

の 「 ア ワ セ 」 も 行 わ れ 、 会 場 は 活 気 で 溢 れ ま し た 。 【 左 】 本 町 四 丁 目 ・ 獅 子 と 棒 振 り 、 【 右 】 本 町 二 丁 目 ・ 豊 年 野 菜 神 輿
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国 際 交 流 員 チ ョ ・ ジ ヒ ョ ン の

チ ョ っ と  ひ  と  り ご  と

国 際 交 流 員 チ ョ ・ ジ ヒ ョ ン の

チ ョ っ と  ひ  と  り ご  と

　 野 々 市 市 に 来 て は や ２ 年 、 ２ 回 目 の 夏 が 過 ぎ ま し た 。

今 年 の 夏 は 去 年 よ り も 暑 く 、 長 か っ た 気 が し ま す 。 夏

バ テ で 大 変 な 思 い も し ま し た が 、 面 白 い 出 来 事 も た く

さ ん あ り ま し た 。 そ の 一 つ は 、 家 の 中 に 「 ヤ モ リ 」 が 入 っ

て き た こ と で す 。

　 最 初 、 天 井 に つ い て い る そ れ を 見 か け た 時 は 「 ト カ

ゲ ⁉ 怖 い ！ 」 と 恐 怖 に お び え て し ま っ た も の で す 。 後

か ら そ れ が 「 ヤ モ リ 」 と 言 わ れ る 害 虫 を 捕 食 し て く れ

る あ り が た い 存 在 と 知 り ま し た 。 ヤ モ リ と い う 名 前 も 、

「 家 を 守 る 」 と い う 意 味 だ そ う で す ね 。 「 じ ゃ あ 、 家 の

中 に 餌 （ 害 虫 ） が い た の か ！ 」 と 別 の 意 味 で 恐 怖 を 感

じ ま し た 。 き っ と 、 暑 か っ た か ら 涼 し さ を 求 め て 入 っ

て き た ん だ と 信 じ た い で す 。 

　 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド で も 「 g e c k o 」 （ ゲ ッ コ ー 、 日 本

で 言 う ヤ モ リ ） は 縁 起 の 良 い 生 き 物 と さ れ て い ま す 。

特 に 玄 関 で 見 か け る と 、 幸 運 が 入 っ て く る と 言 わ れ て

い る の で 、 あ え て 玄 関 に ト カ ゲ の 壁 飾 り や 装 飾 品 を 置

い て あ る 家 も あ り ま す 。 私 は ど う し て も 見 た 目 が 苦 手

な の で す が … 。 も し 次 に 会 う 機 会 が あ れ ば 、 も う 少 し

歓 迎 し て あ げ よ う と 思 い ま す 。 で も や は り 、 い き な り

天 井 に 現 れ る の は や め て ほ し い で す ね 。 で き れ ば 、 私

の 知 ら な い と こ ろ で 家 を 守 っ て ほ し い で す ！

　 国 際 交 流 員 、 チ ョ 　 ジ ヒ ョ ン と 気 軽 に 英 会 話 が 楽 し

め ま す 。 詳 細 は 二 次 元 コ ー ド か ら 確 認 で き ま す 。

日 　 時 　 ① 初 級 　 1 1  月  1 0  日 ㈮  1 6: 0 0  ～  1 6: 4 5
　 　 　 　 ② 中 ・ 上 級 　 1 1  月  2 4  日 ㈮  1 6: 0 0  ～  1 6: 4 5
場 　 所 　 野 々 市 市 役 所
定 　 員 　 各 回 ５ 人 （ 先 着 順 ）

問 い 合 わ せ 　 市 民 協 働 課 　 ☎  2 2 7- 6 0 2 9

国 際 交 流 員 と 英 語 で 話 そ う ！ 「 KI WI C H A T 」国 際 交 流 員 と 英 語 で 話 そ う ！ 「 KI WI C H A T 」
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タ テ と ヨ コ の か ぎ を い れ て  A  ～  E  の 文 字 を 並 べ て ね ！

  1.  一 般 的 に は 頭 に か ぶ る も の で 、 日 よ け や 頭 部 を 守 る た め の も の
   3.  鉄 を 吸 い つ け る 性 質 を も つ 物 体 。 英 語 で マ グ ネ ッ ト
   6. 「 石 川 の 〇 〇 〇 〇 ナ ビ 」 は 冬 期 道 路 情 報 を 確 認 す る こ と が で き

ま す （ ヒ ン ト は ６ ペ ー ジ ）
  8.  金 沢 の 市 街 地 を 流 れ 、 日 本 海 に 注 ぐ 川
1 0.  野 菜 ・ 魚 ・ 肉 な ど を 細 か く 切 っ た も の を ま ぜ て 炊 き 込 ん だ 飯 。

〇 〇 〇 ご 飯
1 2.  日 本 語 で 「 年 」 。 英 語 に 訳 す と ？
1 3.  海 岸 の 砂 や 泥 地 に 埋 ま っ て い る 二 枚 貝
1 4.  中 東 地 域 に あ る 、 首 都 が テ ヘ ラ ン の 国 は ？
1 6.  巻 物 や 冊 子 に な っ た 歌 集 な ど の 古 筆 を 切 断 し た も の
1 8.  心 が ひ か れ る こ と 。 気 に 入 る こ と
1 9.  雑 木 林 や 公 園 な ど で よ く 拾 え る 、 堅 く て 丸 い 茶 色 の 木 の 実
2 0.  フ ラ ン ス 語 で 「 ふ く ら は ぎ の 中 央 部 」 。 〇 〇 〇 丈
2 1.  神 秘 的 な さ ま 。 不 思 議 な 、 謎 め い た さ ま

   1.  台 風 ・ 地 震 ・ 火 事 な ど の 災 害 を 防 ぐ こ と 。 「 〇 〇 〇 〇 訓 練 」
   2.  日 本 語 で 「 砂 糖 」 。 英 語 に 訳 す と ？
   3.  派 手 ⇔ 〇 〇 　 目 立 た ず 、 飾 り 気 の な い さ ま
   4. 1 1  月 に 行 わ れ る 、 子 供 の 成 長 を 祝 う 伝 統 行 事
   5.  連 句 や 俳 句 を 作 る こ と
   7. あ と 少 し で 別 の も の に な ろ う と す る ぎ り ぎ り の と こ ろ 。 ま た 、

物 の 端 。 「 崖 の 〇 〇 か ら 見 下 ろ す 」
   9. 災 害 に 備 え 、 揃 え て お き た い 避 難 グ ッ ズ の ひ と つ 。 （ ヒ ン ト は

５ ペ ー ジ ）
1 1.  木 → 林 → 〇 〇 。 木 が 増 え る と 何 に な る ？
1 3.  漢 字 で 書 く と 「 霰 」 。 何 と 読 む ？
1 4.  正 式 名 称 は 、 グ レ ー ト ブ リ テ ン 及 び 北 ア イ ル ラ ン ド 連 合 王 国 。

ロ ン ド ン が 首 都 の 国 は ？
1 5.  ふ く ら は ぎ か ら 踵 に あ る 腱 。 「 運 動 前 に 〇 〇 〇 〇 腱 を し っ か り

伸 ば そ う 」
1 6.  年 の い か な い 幼 い 者 の こ と
1 7.  シ ベ リ ア か ら 日 本 に 渡 来 し 越 冬 す る 渡 り 鳥 。 ク リ ー ム 色 の 眉 斑

が 目 立 ち 、 胸 に は 黒 い 帯 と 縦 斑 が 見 ら れ る
1 8.  焼 い た マ シ ュ マ ロ を チ ョ コ レ ー ト と 一 緒 に ク ラ ッ カ ー や ビ ス

ケ ッ ト で 挟 ん だ お 菓 子 の こ と
2 0.  単 位 を 表 す 言 葉 の ひ と つ で 、 基 本 単 位 の  1 0 0 0  分 の  1  を 意 味 す

る

← 応 募 は こ ち ら← 応 募 は こ ち ら
? ?

【 応 募 方 法 】

市 ホ ー ム ペ ー ジ 応 募 フ ォ ー ム ま た
は 電 子 メ ー ル 、 は が き に ① ク イ ズ
の 答 え ② 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 電 話
番 号 ③ 広 報 紙 の 感 想 を 書 い た う え 、
下 記 へ 送 付
締 め 切 り 　 1 1  月  2 2  日 ㈬ （ 消 印 有 効 ）
当 選 者 の 発 表 は 賞 品 の 発 送 を も っ
て 行 い ま す 。 感 想 は 公 開 す る 場 合
が あ り ま す 。

【 あ て 先 】

〒  9 2 1 - 8 5 1 0 　 野 々 市 市 三 納  1 - 1
市 民 協 働 課 広 報 広 聴 係
M ail: k y o u d o u @ ci t y. n o n oi c hi.l g.j p

【 先 月 号 の ク ロ ス ワ ー ド の 答 え ： ハ ロ ウ イ ン 】

日 本 酒 「日 本 酒 「 猩猩
し ょ う じ ょ うし ょ う じ ょ う

々々 」 の 酒 か す」 の 酒 か す
を 使 っ た 酒 か す 塩を 使 っ た 酒 か す 塩

正 解 者 の 中 か ら 抽 選 で ２ 人 に 、正 解 者 の 中 か ら 抽 選 で ２ 人 に 、
「 の の い ち の 旨 味   酒 か す 塩 」「 の の い ち の 旨 味   酒 か す 塩 」
を プ レ ゼ ン ト 。を プ レ ゼ ン ト 。
（ 一 社 ） 市 観 光 物 産 協 会 提 供



雪戸籍の窓·i
個人情穀保護のため本人・ご家族の希望があったものを褐載しています

RS.9.15~RS.10.16 受付分

■ 9月末現在の人口（ ）は前月比

人 口 54,072人 (- 17} 

男 27,291人 (- 24} 

女 26,781人 (+ 7) 

世帯数 25,364世帯(- 6) 

■9月中の人の動き

転 入218人

転 出235人

出 生43人

死 亡43人

※住民基本台帳に記載されている数字です

テレピ広報金沢ケーブル
デジタルハイビジョン009ch

ののいちふれあい通信
8:00~8:30、 18:00~18:30

ラジオ広報
FM放送76.3MHz

えふえむ・エヌ・
ワン

パソコン、スマー トフォンのアプリでも
聴けます！

ホームタウン野々市
月～金／6:00~6:30 、 11:15~12:00、

16:00~17:00 
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■ 発 行 ： 野 々 市 市

　 　

☎  （ ０ ７ ６ ）  ２ ２ ７ ― ６ ０ ０ ０ ㈹

　
〒 ９ ２ １ ― ８ ５ １ ０

　
石 川 県 野 々 市 市 三 納 一 丁 目 １ 番 地

■ 編 集 ： 市 民 協 働 課

　
☎  （ ０ ７ ６ ）  ２ ２ ７ ― ６ ０ ５ ６  （ 直 通 ）
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広 報

 野 々 市

　
第

8 2 4号
　

令 和 ５ 年

1 1月 発 行

1 1 月 生 ま れ1 1 月 生 ま れ

 募 集 中 募 集 中！！

環 境 に や さ し い 植 物 油 イ ン ク 、 読 み や

す い 「 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン フ ォ ン

ト 」 を 採 用 し て い ま す 。

F a c e b o o kF a c e b o o k

LI N ELI N E

I n s t a g r a mI n s t a g r a m

ホ ー ム ペ ー ジホ ー ム ペ ー ジ

★ 抽 選 結 果 な ど に つ い て 、 発 行 前 の 事 前 連 絡 は あ り ま せ ん 。

★� 申 し 込 み に あ た り 、 ホ ー ム ペ ー ジ や マ チ イ ロ へ の 掲 載 に

同 意 し た も の と し ま す 。

★� コ メ ン ト は 絵 文 字 を 使 わ ず に 、 （ ハ ー ト ） 、 （ 星 ） 、 （ 音 符 ） 、

（ 笑 顔 ） と い う よ う に 代 替 表 記 し て く だ さ い 。

次 号 は 1 2 月 生 ま れ で す 。

募 集 期 間 　 1 1 月 1 5 日 ㈬ ま で （ 応 募 多 数 は 抽 選 ）

◆ 必 要 事 項

❶ 子 ど も の 氏 名 ・ ふ り が な � ❷ 生 年 月 日 � ❸ 性 別 � ❹ 住 所 � ❺ 両 親

の 氏 名 ・ ふ り が な � ❻ 日 中 に 連 絡 が 取 れ る 電 話 番 号 � ❼ 一 言 コ メ

ン ト （ 子 ど も が 話 す 立 場 で 1 5  文 字 以 内 ）�❽ 子 ど も の 写 真

　 市 民 協 働 課 　 ☎  2 2 7  －  6 0 5 6

　 　 　 　 　 　 　 　  k y o u d o u @ ci t y. n o n oi c hi.l g. j p

発 行 月 に １ 歳 に な る 市 内 に 住 む発 行 月 に １ 歳 に な る 市 内 に 住 む
子 ど も の 写 真 を 募 集 し て い ま す 。子 ど も の 写 真 を 募 集 し て い ま す 。

申 し 込 み は
二 次 元 コ ー ド か ら 　 ▶

お 友 達 と た く さ ん遊 ぶ ぞ 〜 ♪

R 4R 4 . 1 1. 1 1. 2. 2 生 ま れ生 ま れ

村
む ら せ

瀨  忍
し の ぶ

 く ん

（ 二 日 市 4 ）

父 ： 司  さ  ん  　  母 ： 響  さ  ん

投 げ る の 大 好 き ！

R 4R 4 . 1 1. 1 1. 5  生 ま れ. 5  生 ま れ

酒
さ か い

井 律
り つ き

稀  く ん

（ 押 野 7 ）

父 ： 佳  祐  さ  ん  　  母 ： 瑞  希  さ  ん

お う ち た ん け ん大 好 き ☆

R 4R 4 . 1 1. 1 1. 8. 8 生 ま れ生 ま れ

宮
み や こ し

腰 咲
さ く

玖  く ん

（ 徳 用 3 ）

父 ： 拓  さ  ん  　  母 ： 知  佳  さ  ん

お 喋 り 、 お 遊 び大 好 き ♪

R 4. 1 1. 1 7R 4. 1 1. 1 7 生 ま れ生 ま れ

濵
は ま

 芙
ふ う あ

杏  ち ゃ ん

（ 押 野 5 ）

父 ： 功  耀  さ  ん  　  母 ： 未  紗  さ  ん

兄 ち ゃ ん 大 好 き

　

遊 ん で ね

R 4. 1 1. 7R 4. 1 1. 7 生 ま れ生 ま れ

吉
よ し だ

田 臨
り ん

 ち ゃ ん

（ 田 尻 町 ）

父 ： 公  平  さ  ん  　  母 ： 由  紀  さ  ん

お 兄 ち ゃ ん仲 良 く し て ね 〜

!!!

R 4. 1 1. 3 0R 4. 1 1. 3 0 生 ま れ生 ま れ

山
や ま む ら

村 笑
え ま

愛  ち ゃ ん

（ 太 平 寺 3 ）

父 ： 佳  龍  さ  ん  　  母 ： 陽  菜  さ  ん

ボ ー ル 投 げ る の得 意 な ん だ ♪

R 4. 1 1. 2 4R 4. 1 1. 2 4 生 ま れ生 ま れ

柳
や な せ

瀬 陽
ひ な こ

南 子  ち ゃ ん

（ 粟 田 5 ）

父 ： 裕  一  さ  ん  　  母 ： 朋  子  さ  ん

み ん な と お 話 し する の が だ い す き

R 4. 1 1. 2 2R 4. 1 1. 2 2 生 ま れ生 ま れ

川
か わ せ

瀬 紬
つ む ぎ

季  ち ゃ ん

（ 粟 田 3 ）

父 ： 良  介  さ  ん  　  母 ： 優  美  香  さ  ん

か が や き に の っ てお で か け

R 4. 1 1. 3R 4. 1 1. 3 生 ま れ生 ま れ

松
ま つ も と

本 柚
ゆ ず か

香  ち ゃ ん

（ 野 代 3 ）

父 ： 佑  太  さ  ん  　  母 ： 瑞  香  さ  ん

お 姉 ち ゃ んだ ー い す き ♡

R 4. 1 1. 1 9R 4. 1 1. 1 9 生 ま れ生 ま れ

木
き の し た

下 心
こ こ な

結  ち ゃ ん

（ 矢 作 2 ）

父 ： 博  喜  さ  ん  　  母 ： 麻  衣  さ  ん

楽 し い こ と 大 好き ！ な ぴ ス マ イ ル

R 4. 1 1. 3R 4. 1 1. 3 生 ま れ生 ま れ

吉
よ し だ

田 彩
せ い な

唯 奈  ち ゃ ん

（ 二 日 市 2 ）

父 ： 雄  飛  さ  ん  　  母 ： 理  恵  さ  ん
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